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会議録 
令和 7年 9月 2日（火）場所 3階 議場 

 

会 議 名：第 2 回令和 6年度木古内町決算審査特別委員会 

出席委員：新井田委員長、廣瀬副委員長、平野委員、竹田委員、安齋委員、相澤委員 

苅部委員、吉田委員 

欠席委員：なし 

オブザーバー：又地議長 

会議時間 午前 9時 30分～午後 2時 30分 

事 務 局 片桐、工藤 

 

開 会 

1.委員長挨拶 

新井田委員長 定刻になりましたので、ただいまから 9月 1日に引き続き、第 2回令和 6年

度木古内町決算審査特別委員会を開催いたします。 

 ただいまの出席委員は、8名でございます。 

 よって、委員会条例第 14条の規定による、委員の定足数に達しておりますので、委員会 

は成立をいたしました。 

 ただちに本日の会議を開きます。 

 改めまして、私のほうからちょっとご挨拶を申し上げたいと思います。 

 改めまして、どうもおはようございます。 

 出席をいただきました関係各位には、きのう、きょう、大変ご苦労様でございます。 

 ご案内のように、きょうより令和 6年度木古内町決算審査特別委員会としております。 

 きのうの定例会において推薦をいただきまして、当決算審査特別委員会での委員長を仰せ

つかりました新井田でございます。 

 なにぶん不慣れな点が大でありますので、副委員長を務めさせていただきます廣瀬副委員

長のサポートをいただきながら、議事進行に相務めさせていただきますので、よろしくお願

い申し上げます。ありがとうございます。 

 続いて、副委員長のほうからちょっとご挨拶をいただきたいと思います。 

 廣瀬副委員長。 

廣瀬副委員長 このたび副委員長を仰せつかりました廣瀬雅一です。 

 いま委員長がおっしゃったとおり、委員長のサポートをしながら無事委員会を終わらせた

いなと思っております。また、皆さんのご協力よろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございます。 

 

 

2.審査事項 

（1）監査委員質疑 

新井田委員長 それでは、監査委員から提出されております意見書の概要について、説明を

求めます。 
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 柿﨑代表監査委員。 

柿﨑代表監査委員 おはようございます。代表監査委員の柿﨑でございます。 

私から監査委員を代表いたしまして、議会の皆様にご報告させていただきます。 

 それでは、意見書に沿ってご説明させていただきます。 

令和 6年度木古内町各会計決算及び基金運用状況審査意見書、1ページをまずお開きくだ

さい。 

 審査の対象は、一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険事

業特別会計、介護サービス事業特別会計、並びに奨学資金の運用に関する調書、簡易水道事

業会計、下水道事業会計、病院事業会計で、7月 31日から 8月 5日までの 4日間、審査を

いたしました。 

 審査の概要につきましては、町長からご提出された決算書等について、関係職員のご説明

を受け、その正否を確認するために関係諸帳簿等の点検及び聴取などを行い審査をいたしま

した。 

 審査の結果、いずれも計数に誤りはなく、適正に決算が行われておりましたことを確認い

たしました。 

本決算審査を通じまして今後、留意または善処すべきと思われる点、その他特に感じた事

項ということで、所見を記してございますので、それらを中心にご説明いたしたいと存じま

す。 

それでは、2ページをお開きください。 

 まず一般会計ですが、決算の概要といたしましては、歳入総額が 49億 7,031万 9,000円

で、前年度より 3億 4,176万 4,000円の増、歳出総額は 47億 3,632万 3,000円で、前年度

より 3億 5,563万 7,000円の増となっており、実質単年度収支はマイナスの 231万 3,000円

となっております。 

 歳入についての主なものは記載のとおりでございます。 

 不納欠損額につきましては 112万 9,000円となっており、前年度より 16万 5,000円の減

でございます。ほぼ昨年同様となっております。 

 町税につきましては、収納率が令和 6年度は昨年度より 0.4％を下回り、95.8％となって

おります。 

 収入率が昨年度より若干減少とはなりましたが、今後も高い収納意識を継続して持ち続

け、力をいれていただきたいということで、職員の方々には申し添えてございます。 

不納欠損につきましては 112万 9,000円で、前年度より 14万 5,000円減となっておりま

す。 

 次に、3ページをお開きください。 

 使用料及び手数料につきましては、収入済額が前年度より 54万 4,000円減の 5,502万

3,000円となっております。 

 住宅使用料につきましては、現年度の収入未済額が 1,025万 3,000円で、95万 5,000円

前年度より減となっております。 

 滞納繰越分につきましても、収入済額が増となっており、苦心されたことも伺いますが、

今後も引き続き訪問・交渉などを継続し、未納者の収納に努力していただきたいというふう

に伝えてございます。 
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 次に、4ページをお開きください。 

 諸収入につきましては現在、学校給食費無償ですが、平成 20年から 25年までの未納者で

3戸 5名となっております。収納に関しましては 1名、1万 2,000円でございました。 

 関係職員には引き続き、個別訪問などをし交渉を継続し、完納に向け努力を怠らないよう

お願いしております。 

 歳出につきましては、前年度より 3億 5,563万 7,000円増の 47億 3,632万 3,000円とな

っております。 

 次に、国民健康保険特別会計でございますが、歳入総額 6億 3,155万 1,000円、歳出総

額 5億 9,638万 2,000円、実質収支額は 3,516万 9,000円となり、前年度より 579万

8,000円減となっております。 

 全体の収入率は 77.5％で、前年度より 0.2％減となっております。 

 これは、4ページから 5ページの表に記載してございますので、不納欠損の状況とあわせ

てご参照お願いいたします。 

 6ページをお開きください。 

 次に、高齢者医療特別会計につきましては、歳入総額が 1億 6,085万 9,000円、歳出総額

が 1億 6,072万 5,000円となっており、差引額で実質収支額は 13万 4,000円となっており

ます。 

 保険料の収入済額は、6,089万 3,000円の増となっております。保険料のうち普通徴収分

につきましては、表にまとめてございますのでご参照ください。 

 不納欠損につきましては 2件、9万 8,000円となっております。 

 7ページをお開きください。 

 介護保険事業特別会計につきましては、歳入総額は 7億 8,266万 1,000円、歳出総額は 7

億 3,920万 2,000円となっており、実質収支額は前年度より 1,991万 8,000円減の 4,345万

9,000円となっております。 

 介護保険料の収入済額は 1億 636万 3,000円で、現年度分につきましては収入率が 99.1 

％で、全体で 97.9％となっており、前年度に続き比較的高い数字を維持しております。 

 不納欠損につきましては 7件、22万 1,000円で、前年度より 20万 7,000円の減となって

おります。 

 収納状況及び不納欠損の詳細につきましては、記載の表をご参照願います。 

 8ページをお開きください。 

 介護サービス事業特別会計につきましては、歳入歳出ともに 212万 4,000円の事業内容

で、前年度より 13万円の増となっております。 

 次に、奨学資金運用基金ですが、貸付額は 7名で 144万円となっており、償還実績は 18

名で 118万 6,000円となっております。 

 償還遅延は 17名、730万 4,000円の残額で、入金額は 6名、14万 8,000円であり、前年

度より 46万 5,000円の減となっております。引き続き、未納者への交渉を根気強く継続

し、償還について努力していただきたいということで、申し伝えてございます。 

 9ページをお開きください。 

 こちらは、各事業会計の決算審査意見書となっており、簡易水道事業会計、下水道事業会

計、病院事業会計を 7月 31日と 8月 5日に行っております。 
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 審査の概要は、一般会計と同様に行っており、審査結果におきましては、いずれも計数に

誤りがなく、適正に決算が行われておりましたことを確認いたしました。 

 10ページをお開きください。 

 簡易水道事業会計につきましては、事業収益は 1億 4,730万 9,000円、事業費用は 1億

3,697万 2,000円となっており、前年度より 332万円の減の 1,033万 6,000円が純利益とな

っております。 

 人口減少に伴う料金収入の減少、並びに施設等の老朽化などが年々ますますこの事業経営

が厳しくなると思われます。今後の収入確保、維持管理などの管理運営面の取り組みに期待

をいたすところでございます。 

 収益的収支及び資本的収支につきましては、10ページから 12ページに詳細が記載してご

ざいますので、表をご参照願います。 

 次に、13ページをお開きください。 

 下水道事業に際しましては、令和 6年度より特別会計より事業会計に移行しております。 

 下水道事業会計につきましては、事業収益が 2億 889万 9,000円、事業費用は 1億 7,691

万 9,000円で、純利益は 3,198万 1,000円となっております。 

 未収金の約 63％を占める受益者負担金につきましては、引き続き交渉などを継続して収

納に向け努力をしていただきたいということで、申し伝えてございます。 

 下水道の接続は前年度より 13件増の 834件となっております。 

 収益的収支及び資本的収支状況につきましては、13ページから 15ページに詳細が記載し

てございますので、表をご参照願います。 

 16ページをお開きください。 

 病院事業会計につきましては、事業収益が 12億 5,309万 7,000円、事業費用が 14万

2,979万 8,000円、純損益が 1億 7,670万 1,000円となっております。 

 病院経営の重要な要素であります患者数につきましては、昨年と比較し入院患者につきま

しては、2,724人増の 1万 1,026人、外来患者 942人増の 3万 6,663人となっております。 

 入院収益につきましては 7,664万 9,000円の増、外来収益につきましては 1,021万 7,000

円の増となっております。 

 未収金は、258万 9,000円となっております。 

 収益的収支及び資本的収支状況、利用者の状況につきましては、16ページから 18ページ

に記載してございますので、表をご参照願います。 

 19ページをお開きください。 

 高齢者介護サービス事業会計につきまして、特別養護老人ホーム事業の事業収益は 4億

6,210万 9,000円、事業費用は 5億 1,325万円 1,000円となっており、5,114万 2,000円が

純損失となっております。 

 通称リハビリテーション事業の事業収益は 5,477万 5,000円、事業費用が 5,628万 6,000

円で、151万 1,000円の純損失となっております。 

 収益的収支及び資本的収支状況、利用者の状況につきましては、19ページから 21ページ

に詳細が記載してございますので、表をご参照願います。 

 21ページですが、介護老人保健施設事業清算特別会計は歳入歳出ともに、4,474万 9,000

円の事業内容でございます。 
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 22ページをお開きください。 

 健全化判断比率につきましては、審査は 7月 31日に行っております。 

 実質公債費比率並びに将来負担比率ともに、基準を下回っており問題はございませんが、

引き続き健全な運営を図っていただきたいということで申し添えてございます。 

 23ページをお開きください。 

 資金不足比率におきましても、こちらも同日に審査を行っております。 

 こちらも資金不足になっておりませんが、今後とも資金不足にならないよう事業の中身を

精査し、運営に努めていただきたいということで申し伝えてございます。 

 監査委員の説明につきましては、以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたし

ます。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

ただいま、監査委員による各会計の縷々ご説明をいただきました。 

 これより質疑を求めたいと思いますけれども、挙手をお願いいたします。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 監査のお二方、ご苦労様でございました。 

 内容については、全て適正に監査されて報告のとおりと読み取りました。その中で私個人

といたしましては、数年前から申し伝えているんですけれども、ここの監査の所見にも書い

ておるとおり、今後の運営が大変懸念されると書いている特に事業会計の簡易水道事業会

計、こちらについてはもちろん出された適正な書類の中での収支と営業収益を記載されてい

るんですけれども、監査さんのお仕事としてこの事業会計の中には他会計の負担金が組み込

まれておりまして、その中に人件費でしたり償還金の返済でしたり不足分として、実質の収

益額というのは相当なマイナスになるんですけれども、それらの計算式と言いますか実際の

ところの計算をされて、そのような指摘等々はされているかどうかの確認だけさせてくださ

い。されてなければないで、もちろんよろしいですし。 

新井田委員長 柿﨑代表監査委員 

柿﨑代表監査委員 平野委員のご質問ですが、正直なところそのような計算はしておりませ

ん。以上でございます。 

新井田委員長 竹田委員。 

竹田委員 監査委員、病院事業と高齢者介護サービスの部分で、若干どちらも収支的にはマ

イナスなんだよね。だけれども、病院のほうは厳しい環境のもとで、コメントも若干入って

いるんですよ。ですけれども、高齢者介護サービスのほうは収支状況がこうだったと。要す

るに、マイナス経常ですよという部分で、もう少し企業としての努力の言葉が病院は入って

いるけれども、いさりびのほうはなにも入っていないというのはどういうことで、あえてい

れなかったのか、具体的な今後の改善策等は、原課の審査の中で確認するけれども、監査所

見の中で単純な疑問というかそういうことでちょっといま見ればどうしてなのかなっていう

のがあったものですから、そこだけちょっと。 

新井田委員長 柿﨑代表監査委員。 

柿﨑代表監査委員 竹田委員のご質問でございますが、確かに高齢者介護サービス事業のほ

うのところには所見という形では載せておりません。これにつきましては、正直なところ次
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年度と言いますか今年度のあの状況を踏まえて、来年度の次期にその辺の所見を少し掘り下

げて、詳しく内容をこちらのほうにあわせて記載したいというふうに考えております。以上

でございます。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、監査委員の意見書の概要についての審査を終えたいと思

います。 

 監査委員、どうもご苦労様でございました。 

 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 9 時 57 分 

再開 午前 10 時 02 分 

 

 

（2）総務課、選挙管理委員会 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

それでは引き続き、総務課の選管含む審議とさせていただきます。 

総務課の皆さん、どうもご苦労様でございました。よろしくお願いいたします。 

廣瀬副委員長。 

廣瀬副委員長 冒頭、申し訳ございません。 

総務課に対して、資料要求したいと思います。 

令和 6年度における燃料費、特に灯油の部分なんですけれども、それの入札状況及び令和

6年度の灯油価格推移というのを資料要求したいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

新井田委員長 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 10 時 33 分 

再開 午前 10 時 34 分 

 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

いま総務課のほうから、廣瀬副委員長からちょっと仰せつかった資料が配付されておりま

すので、その件についてちょっと説明を受けたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 10 時 34 分 

再開 午前 10 時 34 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 通常どおり、総務課の質問を受けたのちに審議をしたいと思います。よろしくお願いいた

します。 



- 7 - 

 

 佐藤（利）主査。 

佐藤（利）主査 財政担当の佐藤です。 

 私のほうから令和 6年度決算について、総務課の令和 6年度決算資料の決算概要説明書に

より、順に説明させていただきます。 

まず、決算資料 3ページ目をお開きください。 

決算総括についてですが、歳入総額 49億 7,031万 8,639円に対しまして、歳出総額 47 

億 3,632万 2,542円で、収支剰余は 2億 3,399万 6,097円ですが、翌年度へ繰り越す 336万

4,000円を除いた、2億 3,063万 2,097円が実質収支額となります。 

これから令和 5年度実質収支の 2億 3,436万 8,892円を差し引いた、マイナス 373万

6,795円が単年度収支となりますが、財政調整基金に 142万 3,408円を積み立てしておりま

すので、実質単年度収支はマイナス 231万 3,387円となります。 

歳入歳出の内訳として、4ページに歳入、5ページに歳出のそれぞれ科目別の執行状況を

掲載しております。 

歳入歳出予算現額合計の 48億 9,138万 6,000円に対する歳入決算額は 49億 7,031万

8,639円で、執行率は 101.6％、歳出決算額は 47億 3,632万 2,542円で、執行率は 96.8％

となっております。 

続きまして、6ページ・7ページになります。 

 歳入の款別の総括表を掲載しております。 

調定額の総額に対する決算額の状況は、合計額での対比で 99.4％となっており、主な要

因としては、1款の町税で約 2,007万 7,000円、13款の用料及び手数料で約 1,037万 1,000

円の未収があるためとなっております。 

 この不納欠損額については、町税で約 112万 9,000円となっております。 

 続きまして、8ページ・9ページは款別の歳出総括表となります。 

款ごとの構成比及び執行率等については、記載のとおりです。 

3,027万 8,000円が翌年度に繰り越されております。 

なお、不用額の主な要因については、各課から不用額についての説明がされるため省略さ

せていただきます。 

10ページ・11ページの歳入区分別の前年度対比については記載のとおりで、歳入合計額

での前年対比で 7.4％増の約 3億 4,176万 4,000円の増額となっております。 

増加した要因としましては、9款 地方特例交付金で 1,285万 6,000円、15款 道支出金

で 2億 7,032万 8,000円の増、寄附金で 1億 1,165万 3,000円などが増となったことにより

ます。 

15款 道支出金の 2億 7,032万 8,000円の増の主な要因については、河川改修工事に伴

う元瓜谷橋架替事業負担金で 2億 4,628万 1,000円、介護ロボット導入支援事業補助金で

962万 5,000円が増となったことなどによります。 

一方で、減少した科目としまして、21款 町債で、9,770万円の減となっておりますが、

前年度で産業会館設備改修事業に係る借入で 630万円、木古内中学校体育館屋根・外壁改修

事業に係る借入で、3,640万円あったことなどにより減となるものです。 

12ページ・13ページは、歳出の款別の前年度対比となっております。 

合計額での前年対比でプラス 8.1％、約 3億 5,563万 7,000円の増額となっております。 
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増加した要因としましては、6款 農林水産業費で 3,072万 6,000円の増となっておりま

すが、主な要因は森林保全整備事業費の増や森林環境譲与税積立金の増などによります。 

8款 土木費では、3億 7,534万 4,000円の増となっておりますが、主な要因は元瓜谷橋

架替工事により 2億 3,434万 4,000円の増となったことなどによります。 

一方で、減少した科目としまして、3款 民生費で 2,550万 2,000円の減となっておりま

すが、主な要因は生活支援給付金事業を翌年度へ繰り越したことなどによります。 

12款 公債費の 6,611万 6,000円の減の主な要因は、令和 5年度に繰上償還したことに

より借入額が減少したことなどによるものです。 

 14ページ・15ページは、一般会計における一般財源の充当状況で、こちらも前年度対比

で表記させていただいておりますので、ご参照いただければと思います。 

 16ページになります。 

 16ページは、過去 10年間の公債費の状況で、令和 6年度借入額は前年度より 9,770万円

減の 1億 3,930円となっております。 

歳出決算額に対する各年度の元利償還額の割合については一番右の欄に記載しており、令 

和 6年度は 13.1％となっております。 

 17ページには、消費税率引き上げに伴う地方消費税交付金の社会保障財源化分につい

て、社会保障 4経費その他社会保障施策に要する経費に充当したことを明確化するためのも

のとなっております。 

令和 6年度については、社会保障に係る経費 7億 9,182万 5,000円のうち、5,737万

9,000円を充当しております。 

令和 6年度決算の概要については以上になります。 

続きまして、財政所管の決算実績の詳細説明に入らせていただきます。 

歳出からまいります。 

決算書になります。決算書、50ページ・51ページをお開き願います。 

2款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費、12節 委託料のうち財政所管のも

のは、財務会計システム保守委託料 296万 760円と、財務書類等作成業務委託料 99万円

になります。前年度並みとなっております。 

 18節 負担金補助及び交付金のうち財政所管のものは、北海道建設技術センター負担金 

24万 7,500円で、前年度並みです。 

 決算書、52ページ・53ページをお開きください。 

 22節 償還金利子及び割引料で、1,495万 9,453円になります。 

情報セキュリティネットワー ク機器については、仮想サーバーのサポート終了に伴う更

新及び庁舎内Ｗｉ－Ｆｉ整備等に伴うもので、令和 5年度から令和 8年度の 4年間で返済す

るものとなっており、北海道市町村備荒資金組合の防災資機材譲渡事業を活用して実施して

おります。 

24節 積立金ですが、決算額は 1億 8,849万 525円となっております。 

内訳は記載のとおりですが、備荒資金の 160万 2,739円については、納付金に係る利子収

入となります。 

財政調整基金の 142万 3,408円については、収支余剰分の積み立てになります。 

減債基金の 1,340万円については、地方交付税の振替財源として後年度の臨時財政対策債
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の償還財源として創設されたもので、国の算定額を積み立てております。 

教育基金とまちづくり応援基金については、年度内の寄付金受領によるものです。 

続きまして、144ページ・145ページをお開きください。 

12款・1項 公債費、1目 元金ですが、決算額 6億 229万 441円です。 

借入先の償還額は記載のとおりとなっております。 

2目 利子です。 

決算額 1,734万 2,457円で、不用額は 400万 4,543円となっております。 

不用額については、一時借入の繰替運用がなかったこと及び町債に係る借入利率が見込み 

より低かったことによる不用額となっております。 

歳出の説明については、以上です。 

続きまして、歳入の財政所管分について説明いたします。 

決算書、12ページから 17ページになります。 

2款 地方譲与税から 11款 交通安全対策特別交付金までですが、こちらはそれぞれ国

の算定基準に従い交付されており、例年どおりとなっておりますのでご確認ください。 

続きまして、30ページ・31ページをお開き願います。 

16款 財産収入、1項 財産運用収入、2目・1節 利子及び配当金ですが、財政グルー

プ所管のものとして一番上の財政調整基金積立金利子収入 66万 9,408円と、備荒資金積

立金利子収入 160万 2,739円となっており、全額積み立ております。 

32ページ・33ページをお開きください。 

18款 繰入金、1項 基金繰入金、1目・1節 財政調整基金繰入金ですが、予算見込額

よりも地方交付税が増額したことなどにより繰り入れの必要がなくなったことから予算額及

び決算額はゼロとなっております。 

決算資料、28ページから 29ページをあわせてご覧ください。 

3目・1節 教育基金繰入金で、決算額 160万円となっております。 

4目・1節 まちづくり応援基金繰入金で、決算額 5,460万円となっております。 

充当事業の内訳については、決算資料に記載のとおりとなっております。 

続きまして、決算書 34ページ・35ページになります。 

2項 特別会計繰入金、1目・1節 高齢者介護サービス事業会計繰入金で、決算額 5,000 

円となっております。この分につきましては、外国人介護人材育成支援協議会負担金分とし

て一般会計へ繰り入れするものです。 

2節 後期高齢者医療特別会計繰入金で、決算額 85万 3,000円となっております。 

長寿・健康増進事業特別対策補助金 7万 2,000円、高齢者の保健事業介護予防の一体的

実施分 78万 1,000絵円を繰り入れております。 

19款・1項・1目・1節 繰越金で、決算額 2億 4,786万 8,892円となっております。 

 20款 諸収入、5項・1目 雑入の中で、財政グループ所管のものとして、2節 一部事

務組合広域連合還付金等で、決算額 340万 8,943円となっております。 

 渡島西部広域事務組合負担金令和 5年度決算余剰還付金となっております。 

 決算書、36ページ・37ページになります。 

3節 雑入の総務課の上から 5段目の市町村振興宝くじ交付金については、決算額 205

万 2,832円となっております。 
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 40ページ・41ページをお開きください。 

 2款・1項 町債、1目 総務債で、決算額 7,140万円となっております。 

内訳は、記載のとおりとなっております。 

 2目 農林水産業債、1節 農業施設整備事業債は、農村地域防災減債事業費で決算額 

420万円となっております。 

2節 水産業施設整備事業債は、釜谷地区の船揚場の実施設計及び補修工事で 240万円、 

札苅などの囲い礁の設置に係るもので 1,070万円、決算額 1,310万円となっております。 

3目 土木債で、決算額 3,100万円となっております。 

1節 道路整備事業債は、山崎 1号線区画線整備工事分で決算額 180万円となっており

ます。 

2節 河川整備事業債は、大平川並びに八千代川の堆積土の掘削及び樹木伐採事業分で、

決算額 200万円となっております。 

3節 橋梁整備事業債は、佐女川跨線人道橋撤去事業分で、決算額 2,720万円となって

おります。 

4目 消防債、1節 消防施設整備事業債は、消防指令車の更新分として決算額 730万

円となっております。 

5目 教育債、1節 保健体育施設整備事業債は、給食センターのスチームコンベクショ

ンオーブン更新分で、決算額 630万円となっております。 

 2節 教育施設整備事業債は、学校・教育施設エアコン設置事業分で決算額 600万とな

っております。 

以上が総務課財政担当の所管の決算項目です。ご審議よろしくお願いします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 多岐にわたっての審査になりますけれども、説明の中でなにか質疑ございましたら挙手を

お願いいたします。 

なにかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、それでは次に移りたいと思います。 

敦澤（祐）主査。 

敦澤（祐）主査 総務財政グループの敦澤です。 

私のほうからは総務担当所管の決算について、説明させていただきます。 

例年と同様、同額程度の経常経費や執行率につきましては、説明を割愛させていただきま

す。ご了承願います。 

はじめに、歳出より説明いたしますので、決算書 48ページ・49ページをお開き願いま

す。 

2款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費について、ご説明いたします。 

目の予算現額が 4億 93万 7,000円、決算額が 3億 9,140万 6,107円、執行率 97.6％で

す。 

1節 報酬 会計年度任用職員報酬 1,224万 7,163円は、総務所管の 3名分の会計年度

任用職員の報酬を支出しております。 

各種委員会委員報酬 1万 5,000円は、表彰審査委員会 5名分の報酬となっております。 
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4節 共済費 207万 1,951円こちらについては、会計年度任用職員 3名分の社会保険料

と雇用保険料を支出しております。 

7節 報償費 19万 1,880円、こちらは叙勲受賞者の知事伝達式及び拝謁参加に伴う報償

費となっております。 

 8節 旅費 378万 250円は、令和 5年度からの渡島西部広域事務組合職員派遣に加えま

して、令和 6年度からデジタル庁にも職員 1名を派遣しているため、日額旅費分が増額とな

っております。 

 9節 交際費 52万 3,570円です。 

詳細につきましては、総務課の説明資料 30ページから 33ページに記載しておりますの

で、のちほどご参照ください。 

10節 需用費です。 

5,597万 2,224円のうち、総務所管分は下段のふるさと納税贈答品を除いた 446万 3,328

円で、コピー料金、プリンタトナー等で増となった以外は、例年並みで詳細は記載のとおり

となっております。 

11節 役務費 3,031万 948円のうち、総務所管分が 740万 3,113円で昨年並みの支出と

なっております。運送料については、ふるさと納税分の運送料を除いた、64万 4,611円が

総務所管分となっております。 

続きまして、決算書 50ページ・51ページをお開き願います。 

 12節 委託料 3,411万 6,740円です。 

前年度に比べ、590万円ほど増になっております。 

これは、自治体システム標準化・共通化対応委託料 216万 7,000円と総合行政端末更改

委託料 762万 3,000円が令和 6年度新規で予算執行となったためです。 

13節 使用料及び賃借料 3,746万 2,777円のうち、ふるさと納税ウェブサイト等利用料

を除きました 1,211万 6,500円が総務所管分で、昨年並みの支出となっております。 

17節 備品購入費 192万 5,000円は、ＡＥＤ7台の購入費となっております。 

事務用備品は、購入を要するものがなく支出がございませんでした。 

 18節 負担金補助及び交付金 833万 8,626円です。 

こちらは、姉妹都市盟約 35周年記念事業実行委員会補助金として 97万 5,648円、地方公

共団体情報システム機構負担金はマイナンバー関連のシステムとして中間サーバーの運用経

費・機器更改経費等で、476万円を支出しております。 

その他については、経常的な支出で内訳は記載のとおりとなっております。 

 決算書、52ページ・53ページをお開き願います。 

25節 寄附金は、山形県鶴岡市大雨災害見舞金として 100万円を支出しております。 

一般管理費の 30万円以上の不用額につきましては、資料の 18ページ・19ページに記載

のとおりとなっております。ご参照願います。 

次に、2目の職員厚生費についてご説明します。 

内訳としまして職員の各種研修への参加費用と健康診断に伴う費用で、職員厚生費全体で

290万 9,598円の支出となっております。前年度並みです。 

続きまして、決算書の 64ページ・65ページをお開き願います。 

2款 総務費、4項 選挙費、1目 選挙管理委員会費についてご説明します。 
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1節 報酬 選挙管理委員会委員報酬 18万 4,000円です。 

定例分に加えまして、町長選及び木古内町議会議員選挙、衆議院議員選挙執行に伴う委員

会開催分として支出しております。 

8節 旅費は、普通旅費として 1万 3,800円の支出です。 

10節 需用費については、参考図書等購入費の執行がなく、決算額 0円となっておりま 

す。 

18節の負担金補助及び交付金については、渡島町村選挙管理委員会連合会負担金として 1

万 6,400円支出しております。 

2目 木古内町長選挙費については、負担金補助及び交付金で選挙運動用自動車等公費負

担金として、13万 9,320円を支出しております。 

 その他につきましては、選挙執行費用となっておりますので金額の読み上げは省略させて

いただきます。 

3目 木古内町議会議員選挙費については、負担金補助及び交付金で選挙運動用自動車等

公費負担金として、52万 1,965円支出しております。 

その他につきましては、木古内町長選挙同様に執行しております。 

12目 衆議院議員選挙費については、選挙執行費用で全額、国の委託金に準拠し執行し 

ております。金額の読み上げは省略させていただきます。 

次に、決算書 148ページ・149ページをお開き願います。 

14款・1項・1目 職員給与費について、ご説明します。 

決算額は昨年並みで、4億 5,036万 9,755円の支出となっており、職員手当等の内訳は記

載のとおりとなっております。 

説明資料の 22ページ・23ページをお開き願います。 

職員手当等で 468万 6,764円、共済費で 342万 2,756円の不用額となっておりま す。 

以上が総務担当の歳出の説明になります。 

続けて、歳入の説明に入ってよろしいでしょうか。 

新井田委員長 よろしくお願いします。 

敦澤（祐）主査。 

敦澤（祐）主査 決算書の 20ページ・21ページをお開き願います。 

14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、1目 総務費補助金、1節 総務費補助金 デジ

タル基盤改革支援補助金 216万 7,000円は、基幹システムの標準化・共通化にかかる分と

して収入しており、歳出の一般管理費・委託料で支出しております、自治体システム標準

化・共通化対応委託料に対する 10割補助となっております。 

22ページ・23ページをお開き願います。 

3項 国庫委託金、1目 総務費委託金、1節 総務費委託金 自衛隊募集事務委託金 2

万 1,000円は、自衛隊募集事務に対する委託金として収入しております。 

2節 選挙費委託金 衆議院議員選挙費委託金 485万 8,086円は、歳出で説明しました

衆議院議員選挙執行に伴う委託金となっております。 

30ページ・31ページをお開き願います。 

16款 財産収入、1項 財産運用収入、2目 利子及び配当金、1節 利子及び配当金が

下から 2項目 株式配当金 1万 150円が 2社分を歳入しております。 
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36ページ・37ページをお開き願います。 

20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入で、総務課分として内訳に記載の保険手数料や研

修受講助成金などが総務担当所管分で、例年並みとなっております。金額は記載のとおりと

なっております。 

以上で、歳入の説明を終了いたします。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

新井田委員長 ご苦労様でございました。 

 これより質疑をお受けいたします。 

 なにかございますか。 

 安齋委員。 

安齋委員 申し訳ございませんでした。ここでようやく質問という形になります。 

 決算書 49ページ、資料 19ページということで、役務費のところで資料によれば 630万

3,156円、郵便料・運送料等の減ということでなっているんですけれども、あまりにも額が

大きいのでもうちょっと詳しく不用になったところをご説明いただければと思います。どう

いう予算付け見込みで、なぜ不用になったか。どこがどのように不用になったのか。それ自

体がなにかの要因によるものなのか、それとも努力によるものなのか、そこら辺をちょっと

説明いただければと思います。 

新井田委員長 幅崎課長。 

幅崎総務課長 安齋委員のお尋ねであります。 

 49ページ、予算のところを見てください。 

 3,031万某っていう金額を計上しております。不用額が 600万程度でございますので、ご

指摘のとおり 2割ほどが不用額という非常に大きな額となっております。この内容につきま

しては、総務で所管している分については、この予算 3,000万のうち 740万円ほどが総務の

分でございます。総務の部分につきましては、郵便料と運送料を二つあわせて約 45万円ほ

どの不用額となっており、昨年とほぼ同様でございます。過大になった原因としましては、

残りのほぼ全てはふるさとの運送料の対応する分となっております。ふるさと納税につきま

しては、年度末の駆け込み需要だとか 2月の 3月定例会の議案配布時の時に、どこまで不用

額として落とせるかというのをなかなか読みが難しい部分でありますので、こういった大き

な不用額となっております。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 決算書でいきますと 48ページ・49ページなんですけれども、近年役場職員の退職でした

り募集をかけてもなかなか人が集まらないという不安材料がある中で、会計年度任用職員に

ついてもこのページだけの当初予算からいくと減額、いまの説明で 3名とのことだったんで

すけれども、この会計年度任用職員も当初から例えば 1名足りなかったものなのか、途中で

辞められたのか、そこの詳細をお伺いしたいのと、毎年聞くんですけれども下の各種委員

会、ちょっといま聞き取れずになにかの委員会で 5名分の支出ですよということなんですけ

れども、当初予算が 8万、9万円近くある中で 1万 5,000円だったのは、開催回数の減であ

ったと思うんですけれども、どのような理由で開催がされなかったのかをちょっと教えてい

ただきたいなと思います。 
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 それと、姉妹都市交流については大雨の影響で執行というか交流ができずに、その次の

53ページの寄附金で 9月の補正していると思うんですけれども、鶴岡市に災害の見舞金を

寄附されたという絡みで、当時姉妹都市の協力体制としてふるさと納税の事務を我が町で協

力をした経過があったと思います、この令和 6年度については。大変良い取り組みだなと思

いましたが、実質この予算の経常的には現れておりませんけれども、協力したことによって

の職員の負担でしたり、実際給与に反映された費用だったり、その協力したことによってど

の程度負担があったのかっていうのを数字上出していると思いますので、お知らせいただき

たいと思います。取りあえず以上で。 

新井田委員長 幅崎課長。 

幅崎総務課長 平野委員の 3点のお尋ねでございます。 

 まず 1点目、会計年度任用職員の予算と不用額の関係でございます。 

 毎年、当初予算の段階で 2人分の病気休暇だとか取られる職員が出た場合のための予備的

な予算を計上しております。そのため毎年度こういった不用額が発生しておりますが、いま

の会計年度任用職員につきましては、募集している分については、全て雇用しているという

状況でございます。 

 また、2点目の会議の開催状況の関係なんですが、このあと防災と法制担当の説明がある

んですが、不用額が出ているのは先に説明になってしまうんですけれども、防災会議と国民

保護協議会こちらの開催がなかったことで、不用額が生じております。過去にも平野委員か

ら同様の予算をもっているのに、なぜ開催できないのかというご指摘を受けておりまして、

私のほうでも次の年度についてはしっかりと開催したいという答弁もしている中で開催でき

なかったのは、防災の計画です。その計画がいま改正の手直しをしておりますが、それがち

ょっと完了していなかったために開催できなかったものと、あと国民保護協議会につきまし

ては武力攻撃、北朝鮮のミサイルだとかそういった時に開催するものですので、平常時には

開催していないというような状況でございます。 

 3点目、鶴岡市への見舞金に伴うふるさと納税の関係の事務量でございますが、こちらの

ほう総務で見舞金計上して送っておりますが、そのあとのふるさと納税の募集事務につきま

しては、まちづくり未来課のほうで所管しておりましたので、総務のほうではちょっと具体

的な数字は把握しておりません。以上です。 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 事務量については、いまの言った担当課がなされた内容は聞けると思うんですけ

れども、人件費に関わる部分については、いくらぐらいのプラスだっていう部分は、逆にプ

ラスがない程度の事務量だったのか、その辺の把握ぐらいはされてないでしょうか。人件費

の総体を所管する総務課として。 

新井田委員長 幅崎課長。 

幅崎総務課長 再質問じゃなくて 1回目の時に大雨っていうような表現入った形で質問をさ

れていたんですけれども、その大雨で式典が中止になったことの事務量という意味合いでは

なくて、ふるさと納税のほうっていうことですか。ふるさと納税の事務量につきましては、

件数的にはそこまで実際には応募がなかったというふうに認識しております。ホームページ

上で、リンクを張って募集していたはずなので、事務量的にはそこまで特に大きな負担には

なっていないという認識でございます。 
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新井田委員長 ほかございませんか。 

 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。 

 決算書の 48ページ・49ページの一般管理費の 9節 旅費の部分について、ちょっと聞き

漏れをしたかもしれませんが、382万円計上されていますよね。不用額がそれで 3万 9,750

円と出ています。それで、この普通旅費については先ほど説明の中で、デジタル庁への出向

の旅費とそのほかの部分があったので、その内訳をもう少し詳しく説明できればしていただ

きたいなという質問です。よろしくお願いします。 

新井田委員長 幅崎課長。 

幅崎総務課長 いまの国の機構、デジタル庁に派遣している関係でございます。 

 デジタル庁とあわせまして、渡島西部広域事務組合にいまセンター長を派遣しておりま

す。この方達に年間約 90万円ほど日額旅費を支給してございます。その部分が例年より多

いということで、捉えてください。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 廣瀬副委員長。 

廣瀬副委員長 廣瀬です。 

 今回、総務課の決算書とはちょっと違うんですけれども、冒頭で資料要求した燃料価格推

移についてということで、入札関係は総務課所管と伺っておりましたので、その点ちょっと

ご質問したいと思っております。 

 まず、資料の中の各年度令和 4年から令和 7年、4月はじめが最低。 

新井田委員長 それでは、説明を受けてから質疑のほうをしますので、幅崎課長。 

幅崎総務課長 私のほうから、防災とまず法制担当の所管分の決算について、歳出から説明

いたします。 

決算書は、114ページ・115ページをお開きください。 

9款・1項・1目 消防費で、予算額 2億 4,066万 1,000円に対しまして、決算額 2億

3,919万 4,307円です。 

18節 負担金補助及び交付金は、渡島西部広域事務組合の負担金です。 

2目 災害対策費 予算額 642万 6,000円、決算額 500万円弱となっております。 

1節 報酬及び 8節 旅費につきましては、オンライン開催だとかがありましたが、旅費

の実費での執行はありませんでした。 

令和 6年度につきましても、先ほど平野委員の質問にもありましたとおり、防災会議と国

民保護協議会の開催はございませんでした。 

10節 需用費 戸別受信機等修繕費で、7万 7,000円です。 

 防災用備品等でありますが、パーティション 25張と真空パック毛布 50枚、避難所用簡易

ベッド 55台購入のため、150万円弱を支出しております。 

 なお、防災資材一覧につきましては、令和 6年度決算審査総務課の資料分の 34ページと

35ページに避難施設場所及び備蓄資材等一覧につきましては、36ページと 37ページをご参

照ください。 

 また、皆さんご承知のとおりこの議案を配信したのが 7月の 22日現在での資料をお配り

しております。 
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 そのため 7月の 30日の津波の避難指示に伴う備蓄品の消費分については、ここに入って

ございませんので、ご承知願います。 

 続きまして、11節 役務費です。 

 電波利用料と回線利用料は、昨年と同額です。 

12節 委託料です。 

防災行政無線保守託料 280万 5,000円も昨年とほぼ同額です。 

13節 使用料及び賃借料、及び 15節 原材料費につきましては、執行がありませんでし

た。 

以上で、歳出の説明を終わります。また、廣瀬副委員長のほうから追加の資料要求があり

ました、石油類等の価格推移について、説明させていただきます。 

本日、追加で配信しました石油類等の価格推移、令和 4年から令和 7年のＡ4の資料をご

確認ください。 

まず、資料要求としてあったのは令和 6年度の実績ということでしたが、説明するにあた

って過去の分、また今年度の分も説明したほうがより理解が深まるということで、4か年分

付けさせております。 

 一番上の表の欄外に米印で書いてあるとおり、ガソリンと軽油については消費税込み、そ

れ以外は消費税抜きの単価として載せてございます。 

 まず、令和 6年度の執行状況でございます。 

 4月というのが 3月に見積もり合わせ、入札を執行した時に落札した業者の価格でござい

ます。業者を個人業者名を出すわけにいかないので、Ａ者とＢ者というふうに表記をしてお

ります。Ａ重油から灯油・ガソリン・軽油につきましてはＡ業者、プロパンガスについては

Ｂ業者が見積もり合わせで契約しております。 

 ご指摘のとおり、4月の入札執行時よりも年度末にかけて価格が上昇していくという傾向

は、この表で見てのとおりかと思います。ただ、令和 4年度ちょっと見てほしいんですけれ

ども、この時Ａ重油と灯油につきましては、Ａ業者ではなくＢ業者が落札しております。Ａ

業者でない業者さんが落札した時にも見積もり合わせの時よりもやはり年度末に価格幅はＡ

業者ほどでないかもしれませんけれども、上昇しているという状況にございます。これは、

事前の議会の勉強会のほうでも議論をされたとおり、最低価格が設定がないためにこういっ

た状況となっております。この点につきまして、Ａ業者さんとＢ業者さん、あと町内の別の

油を扱っている業者さんと様々なちょっと話をさせていただきました。やはり様々な他自治

体の油の入札状況につきましても、同様の結果となっておりまして、特に札幌市ではうちよ

りもまだまだ幅のある落札額となっているのが現状でございます。この点、きょうのこの場

で議員さんからなにかご意見とかあれば、改善につなげていきたいとそのように考えており

ます。以上です。 

新井田委員長 ただいま、説明がございました。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 先ほど委員会の開催状況について、48ページ・49ページの聞いたのがたまたま当初予算

が 8万 7,000円で、今回のいまの消防費のほうの不用額も 8万 7,000円で同額だったので、 

ちょっと勘違いを総務課長されたのかなと思いますけれども、この防災会議と国民保護協議
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会の開催については以前も聞いた時に、必要がなければ開催しない場合があるということ

で、理解しているつもりです。ただ、49ページの各種委員会報酬、これいまの防災のほう

と違いますよね。その改善されなかった内容の説明がなかったので、いま一度中身の確認を

させてください。 

新井田委員長 幅崎課長。 

幅崎総務課長 すみません。私のほうでちょっと受け止め方を誤解して回答してしまいまし

た。申し訳ございません。総務の部分につきましては、開催できなかったのが情報公開審査

委員会と報酬審議会がある令和 6年度は開催がございませんでした。こちら情報公開審査委

員会につきましては、3,000円の 5名の 3回分、4万 5,000円を予算持っていまして、報酬

審査会のほうは 2万 1,000円、なのでこの部分が不用額に反映されたということでご理解願

います。 

  （「休憩」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 10 時 52 分 

再開 午前 11 時 06 分 

 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 一応防災に関する部分に関しては、もう全て説明が終わったということでよろしいです

ね。 

  （「はい」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 説明の中でなにか質疑ございましたら、それを許したいと思いますけれど

も、なにかございますか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、これをもって総務課所管の審査を終えたいと思います。 

 総務課の皆さん、どうもご苦労様でございました。 

 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 11 時 06 分 

再開 午前 11 時 18 分 

 

 

（3）議会事務局、監査委員事務局 

新井田委員長 定刻となりましたので、会議を再開したいと思います。 

 次の審査は、議会事務局となります。議会事務局、説明を求めたいと思います。 

 工藤主査。 

工藤主査 議会費の歳出から説明いたします。 

 決算書、44ページ・45ページをお開きください。 

 1款・1項・1目 議会費です。 

 予算現額 4,762万 4,000円、支出済額 4,696万 7,483円で、執行率は 98.6％です。 
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 不用額は 65万 6,517円ですが、節ごとの 30万円以上の不用額はございません。 

 1節 報酬 2,595万 4,146円につきましては、令和 6年度の補欠選挙により議員 10名と

なったことと、人事院勧告に伴う会計年度任用職員報酬の増とあわせ、令和 5年度と比較し

ますと 290万円ほど増となっております。 

 3節 職員手当等 970万 7,151円につきましても、議員 10名分ということで令和 5年度

と比較しますと、110万円ほど増となっております。 

 4節 共済費 609万 3,532円につきましては、議員共済組合負担金の負担金率が下がっ

たことと、負担金の算定の議員数が 9名だったことから、100万円ほど減となっておりま

す。 

 7節 報償費は、議員研修会における研修会講師謝金と浦幌町と栗山町での議会改革調査

特別委員会視察参加報償費として 10万円ほど増となっております。 

 8節 旅費 169万 8,460円につきましては、議員研修会や各団体の総会など前年度と同

様の内容が主となっておりますが、議会改革調査特別委員会の視察による旅費や宿泊費の高

騰による宿泊費精算で、前年度より 70万円ほど増となっております。 

 続きまして、9節 交際費 20万 8,524円につきましては、前年度と同様の支出内容とな

っておりますが、詳細につきましては議会事務局資料 2ページから 3ページに記載しており

ますので、ご参照願います。 

 続きまして、10節 需用費です。 

 需用費 93万 6,871円ですが、主なものといたしましては、議会だよりの印刷製本費と

法規追録費となってございます。 

 続きまして、11節 役務費 51万 8,309円は、議会への提言ハガキ 30通分の郵便料 

2,882円、タブレットの通信料 49万 5,627円、議会中継用のプロバイダー回線料は前年度

と同様となっております。 

 決算書、46ページ・47ページをお開きください。 

 12節 委託料 119万 2,400円は、本会議場音響設備保守委託料が前年度と同額となって

おり、ペーパーレス会議システム運用等業務委託料はサイドブックスにかかる費用で、99

万円となっております。 

 18節 負担金補助及び交付金 51万 400円は、前年度と同様の支出内容となっておりま

す。 

 歳出については、以上です。 

 次に、歳入の説明をいたします。 

 決算書、36ページ・37ページをお開きください。 

 20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入の議会事務局分ですが、会計年度任用職員の雇用

保険繰替金 1万 8,405円でございます。議会事務局分については、以上です。 

 続きまして、監査委員費を説明いたします。 

 決算書、68ページ・69ページをお開きください。 

 2款 総務費、6項・1目 監査委員費です。 

 予算額 113万 4,000円、支出済額 109万 240円で、執行率は 96.1％です。 

 不用額は 4万 3,760円で、節ごとの 30万円以上の不用額はございません。 

 1節 報酬から 18節 負担金補助及び交付金については、例年と同様の内容となってお



- 19 - 

 

ります。 

 なお、監査委員費につきましては、歳入はございません。 

説明は以上です。よろしくご審議のほどお願いします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、議会事務局議事グループ、議会費並びに監査委員会費についての説明がござい

ました。 

 これより質疑を認めたいと思います。 

 なにかございますか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 質疑なしということで、以上をもって審議を終了したいと思います。 

 どうもお疲れ様でございました。 

 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 11 時 25 分 

再開 午前 11 時 28 分 

 

 

（4）まちづくり未来課 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

時間がちょっと非常に午前中の部分が本来であれば終了したんですけれども、前倒しでま

ちづくり未来課の皆さんが対応してくれましたので、引き続き会議をしたいと思います。 

 まちづくり未来課の皆さん、どうもご苦労様でございました。 

 それでは早速、各所管についての説明をお願いしたいと思います。 

 大山主査。 

大山主査 まちづくり未来課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、令和 6年度決算等審査の説明をさせていただきます。 

 はじめに不用額について、ご説明申し上げます。 

説明資料の 2ページ・3ページ目をご参照願います。 

 当課所管の事業におきまして、不用額が生じているものは、総務費、総務管理費、一般管

理費で、役務費 630万 3,156円のうち 485万 829円となっておりまして、こちらふるさと

納税にかかる運送料が 3月の定例会で本来減額すべきところですが、駆け込み需要と言いま

すか 2月・3月に寄附が入った時のどれぐらい残しておくべきかというところで、残してお

いた金額となってございます。 

使用料及び賃借料 34万 223円のうち、こちら 25万 3,723円につきましても、ふるさと

納税にかかる費用で、こちらもウェブサイト等の利用料となっておりますが、駆け込み需要

に備えた金額となってございます。 

また、総務費、総務管理費、企画振興費では、旅費で 47万 4,911円のうち 38万 9,886

円、こちら地域活性化起業人の費用弁償となっておりまして、派遣開始時期が補正したあと

開始時期が若干遅れまして、10月から派遣となったことによる不用額となってございま

す。 



- 20 - 

 

 また、需用費 34万 3,022円のうち 22万 8,690円、こちらは移住パンフレットの増刷

数、配付数が減となったので、増刷した数に伴いまして減少したことによる減となってござ

います。 

また、負担金補助及び交付金 456万 2,030円は、企業振興促進助成金及び起業促進事業

補助金の確定並びに移住就労促進事業の申請がなかったことによる減となってございます。 

積立金 101 万 3,408 円は、主に江差線代替輸送確保基金運用益の減によるものとなって

おります。 

最後に、統計調査費 統計調査費 報酬で 34万 3,850円は、調査客体、調査するものの減

少及び指導員を職員で対応したことによる減となってございます。 

 それでは、歳出に移らせていただきます。 

 決算書は 48ページ・49ページ、資料は 4ページをお開き願います。 

 2 款 総務費、1 項 総務管理費、1 目 一般管理費の 10 節 需用費 ふるさと納税贈答

品等 5,105万 8,896円、11節 役務費 運送料のうちふるさと納税分は 1,894万 5,275円、

続きまして 50 ページ・51 ページにまたぎまして、13 節 使用料及び賃借料の中段、ふるさ

と納税ウェブサイト等利用料で 2,534万 6,277円となってございます。 

 ふるさと納税の寄附状況につきましては、歳入説明の際に改めてご説明いたします。 

 続きまして、決算書 56ページ・57ページをお開き願います。 

 2 款 総務費、1 項 総務管理費、5 目 企画振興費、7 節 報償費 まちづくり委員会と

公共交通活性化協議会の開催及び木古内町まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗・管理を

している総合戦略策定推進委員会を開催してございます。 

 なお、東京木古内会におきましては、町内からの参加がありませんでしたので、執行額は

ございませんでした。 

 8節 旅費です。 

地域活性化起業人にかかる費用弁償で、10 月より生じておりまして 73 万 4,114 円となっ

てございます。 

 続きまして、決算書 58ページ・59ページをお開き願います。 

資料はあわせまして、5ページをお開き願います。 

18節 負担金補助及び交付金で、道南いさりび鉄道運行補助金で 949万 6,168円となって

おり、原油高、人件費の増により経費が嵩み、損益額が年々上昇しておりますが、イベント

列車やテレビ番組で紹介されるなど、観光利用が増加しており、経営改善に努めております。 

 資料 6ページ、函館バス運行補助についてでございます。 

 車両更新分 3,190万円を含めまして、1億 132万 6,000円となっております。 

バスにつきましても経費の増嵩により損益額が上昇しておりますが、便数の見直しや運賃

の適正化を図り経営改善に努めております。 

 続いて資料 7ページ、移住定住促進事業についてご説明いたします。 

8節 旅費から 11節 役務費につきましては例年どおりとなっておりますので、説明を省

略いたします。 

 負担金補助及び交付金につきまして、4,006 万 7,000 円となっており、詳細につきまして

は資料の 12ページをお開き願います。 

①マイホーム取得促進事業では、15 件で 2,770 万円、前年比で 3 件、320 万円の増となっ
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ております。5世帯、7名のかたに移住をいただきました。 

②多世帯同居リフォーム支援事業では、3件・450万円で、前年比より 2件・350万円の増

となってございます。 

③空き家リフォーム工事助成金は、9件・656万 4,000円で、前年比より 3件・183万 4,000

円の減となってございます。 

④定住促進家賃補助事業は、3 件・28 万 7,000 円の増で、12 件・130 万 3,000 円となって

ございます。 

また、給食センター横の宅地造成地につきましては、無償化して令和 4 年度の無償化から

はじめて譲渡が 1件成立いたしました。 

続いて資料の 8ページ、企業振興促進事業についてご説明いたします。 

決算額 535万円となっておりまして、令和 6度の助成実績の内訳は、雇用奨励助成金が 6

社から合計 8 名の申請があり、外国人技能実習生受入助成金は 1 社から 5 名の申請、事業所

賃貸支援助成金は 1社からの申請がございました。 

 続きまして 9ページ、地方交流体験事業についてご説明いたします。 

 決算額 198 万 3,000 円で、本事業は大学生等のフィールドワークを受け入れる事業とな

っておりますが、令和 6 年度より北海道が進めている草の根教育実習の受け入れに活用し、

前年比で 7校増となる 12校 13班、延べ 102名の受け入れを実施しております。 

 続きまして、10ページをお開き願います。 

 起業支援事業について、ご説明いたします。 

 本事業は、町内で起業する場合や他分野に事業拡大する事業者に対しまして最大 500 万円

を支援する事業となっており、実績額は 1,141 万 3,000 円となっており、町外からの起業が

1件、町内の事業拡大が 2件となってございます。 

 続きまして、11ページをお開き願います。 

 省エネ家電普及促進事業について、ご説明いたします。 

 本事業は古くなった家電等を買い換えることで、家庭から排出される温室効果ガスの削減

とエネルギー費用負担の軽減を図ることを目的に、令和 6年度より実施しており、46件・246

万円の実績となりました。対象家電・給湯器の内訳につきましては記載のとおりとなってお

りますので、お読み取りいただければと思います。 

決算書に戻りまして、66ページ・67ページをお開き願います。 

 2款 総務費、5項・1目 統計調査費で、令和 6年度は、学校基本調査、農林業センサス、

経済センサス調査区管理、国勢調査調査区設定を実施しており、交付金内で調査員報酬や事

務に係る一般消耗品費を支出しております。 

 歳出につきましては、以上となります。 

 続きまして、歳入に移らせていただきます。 

 決算書、20ページ・21ページをお開き願います。 

 14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、1目・1節 総務費補助金 物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金 7,592 万 4,000 円となっております。こちらは、充当事業につきまし

て、それぞれ事業担当課からご説明させます。 

 次に、決算書 24ページ・25ページをお開き願います。 

 15 款 道支出金、2 項 道補助金、1 目 総務費補助金、1 節の電源立地地域対策交付金 
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199 万 9,000 円、こちらはパークゴルフ場の施設運営費の一部が交付金として充当しており

ます。 

3節 地域づくり総合交付金は 552万円となっており、こちらも充当事業につきましては、

各担当課よりご説明があります。 

次に、決算書 28ページ・29ページをお開き願います。 

15款 道支出金、3項 道委託金、1目 総務費委託金の 3節 統計調査費委託金で 63万

6,000円は、各統計調査の委託金となっております。 

 次に、決算書 30ページ・31ページをお開き願います。 

 16 款 財産収入、1 項 財産運用収入、1 目 財産貸付収入の 1 節 ちょっと暮らし住宅

貸付収入 15万 9,120円となっており、移住体験としまして 7組・11名の受け入れを行って

おり、このうち 1組が今年度無償譲渡土地に新築を建築し、移住されました。 

 2目・1節 利子及び配当金 まちづくり担当分につきましては、江差線代替輸送確保基金

が 127 万 2,675 円、木古内町企業振興促進基金積立金で 4 万 8,917 円、まちづくり応援基金

利子収入で 3万 8,488円の利子収入がございます。 

 17款 寄附金、1項 寄附金、3目 教育費寄附金 500万 9,000円と、4目 まちづくり

応援寄附金の 1億 6,702万 6,890円でございます。 

 ここで、説明資料 13ページをお開き願います。 

(1)ふるさと納税額及び件数は、個人における納税額 1億 6,832万 5,890円で、7,841件、

前年比で大幅な増となっており、主な要因としましてはご存じのとおり、昨今の 6 年度産米

の米不足、流通価格の高騰によるものとなっております。 

企業版ふるさと納税は納税額 370万円、11件でうち 1件が物納となってございます。 

寄附時の用途指定により、教育基金分とまちづくり応援基金分にそれぞれ振り分けており

ます。 

 (2)贈答品別内訳につきましては、件数と金額のトップ 10 を記載しておりますので、お読

みとり願います。 

 また、6 年 7 月下旬に姉妹都市鶴岡市を見舞いました大雨におきまして、鶴岡市の代わり

に寄附を受け付ける災害代理寄附を実施いたしました。収入は 6 万 5,000 円で、事務費を差

し引いた金額を鶴岡市に送金してございます。 

 事務手続きとしましては、ふるさと納税のポータルサイトに返礼品のない災害代理寄附と

いうような金額を受け入れるだけのページを作りまして、そちらに収入したものを町が代わ

りに受け取ったものを送金するだけという事務になっておりますので、人的な負担というの

はそこまで大きくないというふうな形でございます。 

決算書、32ページ・33ページに戻りまして、18款 繰入金、1項 基金繰入金、2目・1節 

江差線代替輸送確保基金繰入金 1億 132万 6,000円、4目・1節 企業振興促進基金繰入

金が 1,676万 3,000円となっております。 

 最後に、決算書 36ページ・37ページをお開き願います。 

 20款・5項・1目・3節 雑入で、まちづくり担当分はまちづくり未来課のうち、広報送付

手数料 1 万 2,000 円、広報有料広告掲載料 32 万 5,000 円、いきいきふるさと推進事業助

成金は、まちづくり未来課で実施いたしました移住定住施策に対する補助金となっておりま

して、260万円となっております。 
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説明は以上となります。よろしくご審議をお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。ただいま、まちづくり未来課まちづくりグルー

プ、総務管理費ほかについて、説明がございました。 

 これより質疑を受けたいと思いますけれども、なにかございますか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 決算書のページから順番に質問していきたいと思いますけれども、まず 49ページのふる

さと納税の関係なんですけれども、資料に記載のとおり、またこれまで令和 6年度は補正の

中での再三にわたる説明をいただいておりましたので、内容は把握しているところでござい

ますけれども、このたびふるさと納税が大幅に金額増になったというのは担当者の努力でも

ありますが、一つ米不足によるふっくりんこの返礼金額がドンと伸びたと。それで、ほぼほ

ぼ 1億 2,000万円なんですけれども、この返礼品を企業と言いますか契約する時に、ここま

での金額のふっくりんこをよく確保できたなと思うんです。ほかにも様々な地元企業も含め

た返礼品がある中、ここまでお米をきちんと確保できたのには担当課の苦労等々があったと

思うんですけれども、そもそもＪＡさんなんでしょうか、どういう契約をされていて、実際

この金額まで米を出せたのか、ちょっと内訳を聞きたいと思います。というのは、他自治体

の返礼品のお米は、早々とお米が人気だったので返礼品の終了になった事例が多数ありまし

て、そこには個人契約の場合は年間何キロまでですよ、何トンまでですよというのであれば

当然上限が決まっていますけれども、ここには上限の契約がなかったのかどうなのか、その

辺ちょっと詳細をお聞かせいただきたいなと思います。 

 それと、決算書でいきますと 56ページ・57ページ、以前から札幌木古内会・東京木古内

会の今後のあり方について、一般質問等々でも質問したことあるんですけれども、今回も東

京木古内会は町内参加が一般参加がいないということでゼロ支出、札幌木古内会においても

11万の予算計上の中、2万 9,000円の執行と。いわゆる参加者が少ないという令和 6年度の

状況になったわけですけれども、これを踏まえて今後の札幌木古内会・東京木古内会のあり

方については、担当課としてはなにか考えていらっしゃるのかお聞きしたいと思います。 

 それと 59ページですけれども、道南いさりび鉄道の運行補助金については資料のとおり

だと思っております。その中で、様々な企画イベント等でお客様を取り入れようという取り

組みをされていると口頭でもおっしゃっていましたけれども、一つネタにもなる地域の応援

隊の負担金、これ毎年同じ金額の計上なんですけれども、当初この負担金が計上された時に

は、メディアでもどのような活動をしているっていうのを随時お知らせと言いますか把握で

きていたんですけれども、近年の応援隊の動き自体がよく見えないものですから、この 8万

円に対しての応援隊の活動内容というのを少し中身を知らせていただきたいなと思います。 

 それと 67ページの統計調査費なんですけれども、いま口頭では 4個か 5個ぐらいの統計

が遂行されましたということなんですけれども、当初予算から見ると大幅に予算の執行が少

ないと思うんですけれども、その内容についてはなぜこの執行が少なく、且つ予定どおりの

統計調査をできたのかという詳細を少しお聞かせいただきたいと思います。とりあえずここ

までお願いします。 

新井田委員長 大山主査。 

大山主査 私のほうからは、ふるさと納税に係るお米の返礼品につきましての確保策につい
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て、ご説明申し上げます。 

 米が昨年の 8月下旬に 6年度米が不足になりそうだということで報道を受けまして、9月

から注文が殺到したところでございました。殺到した段階で、農協さん等にご相談しまし

て、どのくらいの在庫が確保できるかというような相談をして、あと何件受け入れるという

ような在庫管理をしてきたところでございます。 

 また、返礼事業者としましては町内の事業者となっておりますけれども、もとを辿れば農

協さんからその事業者が仕入れて、町の代わりに発送していただいているというような返礼

形態となっております。12月の駆け込み時期につきましても、12月下旬にかけて駆け込み

時期となっておりまして、あとどのくらい出せるかというのを農協さんをとおしまして、事

業者として農協さんに確認してもらっているところなんですが、どのくらい出せるというよ

うな形で在庫管理をしていたところでございます。以上となります。 

新井田委員長 田畑課長。 

田畑まちづくり未来課長 平野委員のお尋ねのうち、札幌・東京木古内会の今後のあり方につ

きましてのお話をさせていただきます。 

 まず、札幌木古内会におきましては現在、会員数自体はいらっしゃるんですが、実際に出

席されるかた、そういった方々につきましては、令和 6年度につきましても 18名程度とい

うことで、非常にちょっと減少が進んでいるところでございます。中には新たに会員になら

れるかたも 1人・2人はいらっしゃるんですけれども、どうしても会員、札幌木古内会とし

ての札幌の会員のかたがどうしても増えないという現状がございますので、こちらにつきま

しては札幌木古内会会長をはじめ、役員の皆様とも今後の活動のあり方ですとかそういった

部分については、協議を進めたいと思っているところでございます。 

 現状としては、特に解散ですとかそういった部分については検討しておりませんが、なん

とか会員数の増ですとか、あと木古内から来られるかたですとか、札幌木古内会のかたが木

古内にいらっしゃって町のかたと交流をするようなそういった取り組みを進められないかと

いうところで、検討を進めたいと考えております。 

 また、東京木古内会におきましても、昨年度の総会の参加者につきましては、だいたい

20名台くらいということで、こちらも減少がやはりどうしても進んでいるところでござい

ますが、こちらにつきましては会員様が一定数はいらっしゃるというところで、総会をやる

会場ですとかそういったところを上手く調整をしつつ、なんとか参加をしていただきたいな

というところもございますが、これは札幌木古内会も同様なんですが、やはり皆さん会員の

高齢化と言いますかなかなか高齢になってきているという部分もございまして、どうしても

参加していただけるかたが増えないというところでございますので、東京木古内会におきま

してはこれまでも熊谷会長が木古内にお越しいただいて、木古内の方々と交流していただく

ですとかそういった活動を続けておりますので、こちらにつきましては継続して活動が行え

るように検討してまいりたいと考えてございます。 

 続きまして、地域応援隊の活動につきましてご報告をさせていただきますが、こちらにつ

きましては主な活動のまずメインとなる活動の一つといたしましては、いさりび鉄道の観光

列車であります、ながまれ海峡号のお出迎えがございます。これは、毎月のように運行して

おりますので、こちらの来られるかたをお出迎えとお見送りをするという活動が一つ。あと

は、いさりび鉄道の周年イベントの開催です。これは、来年の 3月に 10周年を迎えます
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が、これまでの周年を記念したイベントの開催を応援隊が主となりまして実施をしていると

ころでございます。 

 また、いさりび鉄道のＰＲとしまして、函館ですとかあと札幌ですとか各地でいさりび鉄

道が参加するＰＲイベントですとかに応援隊としての参加をいたしまして、そういったＰＲ

という部分も進められる、参加できる部分については参加をさせていただいてございます。 

 なお、会員につきましては木古内町をはじめ、函館市・北斗市というところから町職員を

はじめ、鉄道に関係する方々ですとか、あと函館の大学の興味のあるかたですとか学生さん

ですとかが加入をしていただきまして、活動しているというところでございます。 

 あと、統計調査の調査員の費用につきましては、こちらにつきましてはまず大きな部分と

しましては、まず調査員・指導員報酬の部分につきましては、こちら実際に調査員・指導員

というところで、一定期間人を雇用して実際調査・審査をしていただくという予定の予算を

組んでおりましたが、こちらにつきまして実際にちょっと応募がなく、職員が対応した部分

もございますので、その部分について費用が抑えられたという部分でございます。なので、

職員が調査員・指導員として対応しておりますので、調査自体は滞りなく済んでいるという

ところでございます。以上です。 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 詳しい説明をありがとうございました。 

 まず、ふるさと納税については、話を聞いた中では事務方の努力があり、しっかり米を確

保されてこの金額まで上積みできたんだなと聞き取りました。このふるさと納税もこの数字

に当然満足することなく、鈴木町長もこの上をさらに目指した金額を提示していますので、

ことしは令和 6年は 6年で良かったと。ただ、米に依存じゃないですけれども、ほかの商品

も伸びがないという課題も浮き彫りになったと思いますので、その辺をこの令和 6年度を参

考にしてまた今後の上積みに努力していただきたいなと思います。 

 それと、東京木古内会・札幌木古内会については、以前一般質問をした際には決してその

会が高齢化になって人数が減ってきたから廃止をしろっていう話ではなくて、その会の名称

だったり参加者にこだわらず、新たなかたを例えば参入するような取り組みですとか、以前

は木古内町の例えばふるさとサポーターに加入していただいたかたもこういう会に賛同して

いただくだとか、やり方をいろいろ変えて、現在残っていただいている方々は長きにわたり

木古内町に札幌木古内会・東京木古内会として木古内に思いをもって参加してきていただい

たわけですから、当然その方々を長く残っていただくためにも、これ以上の人数の減少は課

長が心配するように閉鎖と言いますか中止になる可能性にもなってきますので、そうならな

いためにもいろんなアイディアで人数を維持する取り組みに励んでいただきたいなと要望い

たします。 

 それと、再質問にはならないんですけれども、やはりこのまちづくり未来課の取り組みと

しては、新規事業も含めてしあわせサポート事業、または企業振興促進事業と大変成果が上

がっている事業が多いなと感じております。令和 6年度についても移住・定住政策、成果を

出していますので大変評価したいと思いますし、ただパンフレットがまだ配り切れていない

だとか、実際他のイベントあるいは移住・定住の広告やイベントで、まだまだ参加されてい

ない部分もたくさんありますので、この数字に満足することなく、もっともっと手広く広く

移住・定住の効果が出るようにさらに努力していただきたいということを申し添えておきま
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す。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 竹田委員。 

竹田委員 若干、平野委員とちょっと重複しますけれども統計調査、この部分は不用額の理

由等も課長の説明でも理解しました。今後、統計調査については町民に委ねることなく職員

が主で調査をするっていうことになるのか、例えば今年度に限っては調査員が町民にお願い

をしたけれどもっていうそういうニュアンスなのか、今後は町民でなく職員が主で統計調査

をするっていうことなのか、その辺の確認だけちょっと。 

新井田委員長 田畑課長。 

田畑まちづくり未来課長 竹田委員のお尋ねでございますが、統計調査に関しましては、あく

までも調査ですとか審査をしていただくかたは、町民の中から募集をしたいという方針につ

いては、変わりなくやっていきたいと思います。ただ、やはりどうしても人口の減少ですと

か高齢化ですとか様々な要因で、なかなかなり手になるかたがいらっしゃらないという現状

もありますので、そういった場合につきましては、職員で対応するという部分もとりたいと

いうふうに考えておりますので、あくまでもまずは町民から募集したいという方針でござい

ます。 

新井田委員長 安齋委員。 

安齋委員 平野委員とちょっと関連する格好になるんですけれども、いま来年もふるさと納

税頑張ってくださいということで話されたと思うんですけれども、今回の決算についての部

分で言えば米が 72％、ある意味特需という形で考えた時に、ほかが 4,697万 9,000円。こ

れだけ見るとその前の年とかと比べると、だいぶ減っている格好になるというところを鑑み

て、ちょっとそこら辺どう考えているのかなというのをちょっと確認したかったなというの

と、それから企業版ふるさと納税の物納 1件というのがあるんですけれども、説明いただい

ていたかなとちょっと差し支えなければ教えてほしいなというところです。 

新井田委員長 大山主査。 

大山主査 ふるさと納税のふっくりんこ以外の返礼品につきましてですけれども、1億

6,000万円のうち 1億 2,000万円ふっくりんこを除いた金額で 4,000万円くらいということ

で、昨年の寄附実績が 6,000万円前後ということで、2,000万弱というところですけれど

も、昨年のふっくりんこも足せばおおよそ減ってはいるんですけれども、そこまで大きな減

少というふうには捉えていなくて、引き続きお米以外の返礼品も増加につながるような取り

組みを進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

新井田委員長 田畑課長。 

田畑まちづくり未来課長 企業版ふるさと納税の物納につきましては、中身としましては北海

道銀行木古内支店、閉店されましたその施設を物納でいただいているということでございま

す。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、以上をもちまして、まちづくり未来課まちづくりグルー

プ、総務管理費ほかについての審査を終えたいと思います。 

 まちづくり未来課の皆さん、どうもありがとうございました。お疲れ様でした。 
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 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午後 12 時 00 分 

再開 午後 1 時 00 分 

 

 

（5）ひとづくり未来課 

新井田委員長 定刻となりましたので、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 ひとづくり未来課の皆さん、どうもきょうはご苦労様でございます。 

 これから学校教育グループ教育総務ほか、社会教育グループ社会教育費ほか等の審査を執

り行います。 

 早速、説明を求めたいと思います。 

 西山課長。 

西山生涯学習課長 皆さん、こんにちは。ひとづくり未来課長の西山です。 

 まず私のほうから今回、決算資料のほうで 15ページ目になりますけれども、差し替えが

ございました。数字に誤りがありましたけれども、決算書のほうには影響ございませんの

で、まずこの場をお借りしてお詫び申し上げたいと思います。なお、このあとは各担当のほ

うから決算の報告をさせていただきますので、ご審議のほうよろしくお願いいたします。 

新井田委員長 中村主査。 

中村主査 ひとづくり未来課学校教育グループの中村です。 

 私のほうからは、学校教育グループ所管の決算について説明させていただきます。 

 はじめに、歳出より説明いたします。 

 決算書、116ページ・117ページをお開きください。 

 また、不用額が生じている科目もございますので、あわせて説明資料 2ページ・3ページ

もお開きいただければと思います。 

 それでは、説明いたします。 

 10款 教育費、1項 教育総務費、1目 教育委員会費では、予算額 98万 1,000円に対

しまして、決算額 78万 7,720円となっております。 

 内訳につきましては、ほぼ例年どおりとなってございます。 

 次に、事務局費です。 

 予算額 6,233万 9,000円に対しまして、決算額 6,014万 6,140円となっております。 

 1節 報酬では、38万 6,623円の不用額が生じております。 

 こちらにつきましては、特別支援教育支援員の勤務時間数及びそのほか会計年度任用職員

の時間外勤務が見込みよりも少なかったことによる不用額となってございます。 

 また、いじめ問題対策委員会委員報酬については、重大事案が発生しなかったことにより

支出はございません。 

 続きまして、7節 報償費では、42万 7,717円の不用額が生じております。 

 こちらにつきましては、総合教育会議アドバイザーや各委員会において、報償費を辞退さ

れるかたがいたことによる不用額となっております。 

 教職員研修会参加報償費は、オンライン研修の活用であったり、あと町教育研究所のほう
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から旅費が支出されたことによりまして、研修自体には参加しておりますが、支出額はござ

いません。 

 続いて、118ページ・119ページをご参照ください。 

 10節 需用費です。 

 食料費 4,662円につきましては、来客用のお茶となっております。 

 そのほか、木古内小中学校入学祝金といたしましては 149万 3,500円、こちらにつきまし

ては小中学校に入学する児童生徒 1人に付き、5万円の商品券を交付したものとなっており

ます。なお、人数につきましては、小学校が 8名、中学校が 21名の計 29名が対象となって

おります。 

 続いて、12節 委託料でございます。 

 ＩＣＴ支援業務といたしまして、224万 4,000円を支出しております。 

 こちらは、令和 3年度から継続している事業ですが、小中学校に支援員を配置しまして、

教職員への端末操作等に関する様々な支援を行うための委託料となっております。 

 後ほど歳入でもご説明しますが、国の補助金を活用し実施した事業となっております。 

 同じく委託料で、ホームページ整備業務委託料としまして 316万 2,500円を支出しており

ます。 

 このホームページにつきましては、令和 7年 3月 26日に開設をしております。 

 18節 負担金補助及び交付金において不用額 70万 8,556円が出ておりますが、主な理

由としましては通学補助金の実績による不用額となっております。 

 続いて、120ページ・121ページをお開きください。 

 3目 財産管理費でございます。 

 予算額 506万 6,000円に対しまして、決算額 499万 8,950円となっております。 

 10節 需用費においては、教職員住宅の修繕費としまして 64万 2,950円を支出しており

ます。 

 修繕費の詳細につきましては、説明資料の 8ページに記載しておりますので、後ほどご参

照ください。 

 続いて、12節 委託料の主なものとしましては、スクールバスの運行業務委託料としま

して、435万 6,000円となっております。 

 15節 原材料費につきましては、材料費の購入を要する小破修理がなく、支出について

は行っておりません。 

 2項 小学校費、1目 学校管理費では、予算額 2,055万 2,000円に対しまして、決算

額 1,816万 928円となっております。 

 14節 工事請負費のエアコン設置工事につきましては、令和 5年度からの繰越事業とな

っておりまして、設置箇所については職員室と校長室となっております。 

 2目 教育振興費です。 

 こちらにつきましては教育振興費につきましては、予算額 633万 4,000円に対しまし

て、支出額 614万 7,042円となっております。 

 10節 需用費では、支出済額 293万 933円となっており、教材・教具・楽器修理費及び

校舎修繕費の内訳については、説明資料 8ページに記載をしております。 

 同じく、需用費の中に食料費 5,874円がございますが、こちらは来客用のお茶となって
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おります。 

 灯油につきましては、在庫があったため新たな購入の必要がなく、支出においてはござい

ません。 

 次に、中学校費です。 

 1目 学校管理費です。 

 こちらにつきましては、2,635万 3,000円の予算額に対しまして、決算額 2,475万

1,466円となっております。 

 10節 需用費につきましては、支出済額 1,383万 4,190円となっております。 

 こちらにつきましても、教材・教具・楽器修理費の内訳につきましては、説明資料 8ペー

ジから 9ページにわたって掲載をしておりますので、後ほどご参照ください。 

 食料費 6,954円につきましても、こちら小学校費同様来客用のお茶となっております。 

 需用費の不用額 125万 5,810円につきましては、電気料・燃料費また学校修繕の実績に

よる不用額となっております。 

 11節 役務費で、雪庇除去料につきましては、必要がなかったことにより支出について

はございません。 

 126ページ・127ページをお開きください。 

 14節 工事請負費で、エアコン設置工事をこちらも行っております。 

 こちらにつきましても令和 5年度からの繰越事業となっております。 

 また、設置箇所につきましては、こちらも職員室と校長室となってございます。 

 続いて、教育振興費です。 

 予算額 871万 8,000円に対しまして、決算額 805万 9,641円となっておりまして、7

節 報償費で不用額 43万 3,925円の不用額が生じておりますが、主な要因としましては

各部活動の大会参加の実績に伴う減額となっております。 

 また、各部活動大会参加報償費の 279万 6,075円のうち、全道大会・全国大会の出場状況

につきましては、説明資料 12ページに記載をしておりますので、後ほどご参照ください。 

 歳出の説明については、以上となります。 

新井田委員長 続いて、歳入のほうもお願いいたします。 

 中村主査。 

中村主査 それでは引き続き、歳入の説明に入らせていただきます。 

 決算書、22ページ・23ページをお開きください。 

 14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、4目・1節 教育費補助金 

 このうち公立学校情報機器整備費補助金 27万 7,000円は、ＩＣＴ支援業務委託に対す

る補助となっております。 

 続いて、特別支援教育就学奨励費補助金 9万 8,000円こちらにつきましては、町負担額

の 2分の 1が計上されたものとなっております。 

 続きまして、30ページ・31ページをお開き願います。 

 16款 財産収入、1項 財産運用収入、1目 財産貸付収入、2節 教職員住宅貸付収入

で、合計としまして 217万 1,532円となっております。 

 次に、38ページ・39ページをお開きください。 

 20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入につきまして、こちら生涯学習課のうち学校教育
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所管のものにつきましては、ＮＨＫお天気カメラ設置電気使用料が 6万 1,116円、こちらに

つきましては木古内中学校の屋上に設置されておりますカメラの電気使用料となっておりま

す。 

 日本スポーツ振興センター保護者負担金及び日本スポーツ振興センター共済掛金返還金に

つきましては、全額町が負担を行っていることから発生をしておりません。 

 会計年度任用職員の雇用保険繰替金につきましては、22万 2,222円が学校教育グループ

所管となっております。 

 公衆電話手数料等 4,160円につきましては、小中学校に設置されている公衆電話の利用

分となっております。 

 歳入の説明は、以上となります。 

 続けて、奨学資金の貸付運用基金の説明に入らせていただきます。 

 説明資料、14ページをお開きください。 

 一番上の表にございますが、令和 6年度末の基金会計の残高につきましては、6,305万

6,700円となっており、基金の運用状況につきましては、1,694万 3,300円となっておりま

す。 

 令和 6年度償還実績額の内訳については、令和 6年度償還予定額 121万 4,000円に対し

まして、償還額 103万 8,000円となっております。 

 償還遅延分になりますが、未償還の額としましては、743万 2,300円となっており、実績

額につきましては 14万 8,000円となっております。 

 続いて、令和 6年度の貸付額の内訳についてでございますが、高校生が 2名、大学生が 5

名の 7名に、144万円の貸し付けを行っております。 

 そのうち、新規の貸付分としましては、大学生 1名に対しまして 24万円となっておりま

す。 

 資料の 15ページをお開き願います。 

 令和 6年度末時点での未納件数としましては 20件となっておりまして、令和 4年度以降

徴収に関しまして連絡等の対応を強化している状況でございます。 

 文書・電話・対面相談にて調整を進めてきておりますが、本人からの償還が滞っている部

分につきましては、保護者とも連絡を取り協議を重ね、令和 6年度中に償還が完了されたか

た、あと定期的な償還を約束していただいているかたなどがおります。 

 今後につきましても、まず連絡等のできることから着手をしまして、償還額の未償還の部

分の減少を図ってまいりたいと考えております。 

 説明は、以上となります。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、学校教育グループ教育総務費ほかについて、資料説明がございました。 

 これより質疑を承りたいと思います。 

 質疑ございませんか。 

 竹田委員。 

竹田委員 資料の 4ページ・5ページ、これは小学校・中学校ともに子どもたちの未来をと

もに育む事業というようなことで、数字的な実績はここに資料として出ていますけれども、

やはりこれのなんらかの目的あったと思うんですよ。それで、この事業を経てどういう成果
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があったっていう効果っていうか、それがなければただ数字だけの計上で何人参加しました

ではだめだと思うんですよ、決算ですから。 

 それともう 1点は例えばスクールバス、これは委託で 400何万決算になっていますけれど

も、これの例えば運行の実績含めて、今年度は例えばもうあと何か月もないわけですけれど

も、次年度に向けてはやはり我々例えば予算委員会の時等もいろいろ今後どうするんだって

いうようなことを一つ注文付けていますから、この利用人数含めてやはり効果的な活用の仕

方を十分教育委員会とすれば詰めてもらいたいと思うんです。それは、今度新年度の予算に

反映するのかなというふうに思っているんですよね。現段階での例えば利用実態含めて、ど

ういう考えなのかっていう部分がもしあれば示してもらいたいなと。 

新井田委員長 説明はどうでしょうか。 

 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午後 1 時 23 分 

再開 午後 1 時 24 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 中村主査。 

中村主査 それではまず 1点目、みらいく事業における効果について、説明させていただき

ます。 

 まず、令和 6年度につきましては、年度途中での制度設計ということから、なかなかカリ

キュラムに組み込むことは難しかったんですけれども、まず教材費等々につきましての補助

を行っているところです。 

 また、修学旅行代金につきましても、昨今の物価高騰などもありますので、そういったも

のは保護者のかたの費用負担という部分でいくと軽減されたかなというところは感じている

ところでございます。 

 また、令和 7年度につきましては、こちらもみらいく事業実施をしている中で、小学校の

修学旅行を鶴岡市に行ったというところで、町として積極的に負担をすることで、そういっ

た形でふるさと学ですとかそういったものに令和 7年度以降、結びつけているところでござ

います。まず、1点目については以上となります。 

新井田委員長 西山課長。 

西山生涯学習課長 2点目のスクールバスの関係について、お答えいたします。 

 まず、いまのスクールバスにつきましては、札苅方面については大型のバスと、あと鶴岡

方面につきましては町教委職員がワゴン車の送迎ということで、現在行っているところでご

ざいます。 

 ただ、いま現在委託して進めているものの、やはり子どもの減少という部分で、やはりい

まのバスの大きさも含めていかがなものかというところで、いま現在役場のほうとも協議を

進めて、令和 8年度に向けて今後の方向性については、いま詰めている状況です。 

 ただ、実績といたしましては、毎月報告書もいただいてもらう中で、そちらのほうもしっ

かりと検証しながら進めていければと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ほかないですか。 
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 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 丁寧な説明で中身はほぼほぼ把握したところですけれども、令和 6年度の決算審査という

ことで、その数字のみならず、事業の効果・成果について少し質問させていただきたいと思

います。 

 というのも令和 6年度の予算については、補正予算で新たな事業が多く加わり、その中に

は私自身が補正に反対した案件も何個かありまして、その反対された事業もしっかり執行す

る中で、成果・効果があったのかを確認したいがゆえの趣旨の質問でございます。 

 まずは、ページ数で 117ページの教育総務費の事務局費の中の報償費の中で、小中連携の 

カリキュラム検討委員会アドバイザー報償費、こちらほぼほぼ予算どおりの執行になってい

るんですけれども、こちらの中身が小中の連携カリキュラムの実施に係る調査・研究・検討

を行うという中身だと思うんですけれども、集まって委員会を実施した内容・経過・成果

等々事務局の見解をお聞かせいただきたいと思います。 

 あわせて、その下の段の総合教育会議アドバイザー等報償費ということで、52万円くら

いの予算の執行なんですけれども、こちらも補正で上がってきた際の事業の概要や趣旨・目

的はここでは読み上げませんけれども、これらに沿って執行するにあたり内容がどのような

程度の内容だったのか、あるいは成果・見解をお聞かせいただきたいと思います。 

 あとあわせて 119ページのホームページの整備業務委託料については、ただいまの説明の

中で令和 7年の 3月 26日、令和 6年度のもう超ギリギリに開設されたということで、こち

らも私自身はホームページの業務委託にこんなにお金をかける必要はないんじゃないかとい

う話をさせていただいたんですが、実際 3月 26日に開設されてからの運用をしていく中で

の課題でしたり、あるいは学校の先生だったり保護者だったりが活用するというお言葉の中

予算執行されたわけですから、その活用でしたり評価も含めて現状の半年しか経っておりま

せんけれども、現状の評価をお聞かせいただきたいなと思います。まずそこまで。 

新井田委員長 西山課長。 

西山生涯学習課長 まず 1点目の小中連携カリキュラム検討委員会につきましては、目的と

いたしまして小学校から中学校に至る 9年間を通じて一貫した学習を実現するためのカリキ

ュラムを構築するということで、小中一貫校設置に向けての第一歩という形での委員会を開

催させていただいております。その中で、専門知識を有するかたのご助言等もいただきなが

ら、様々な課題等を委員会の中で協議して、最終的に成果品としてまとめたものを昨年度作

成しております。ただ、この部分につきましてきこない学ガイドブックという試案ではあり

ますけれども、そういった成果品を作成しております。こちらにつきましては、教育委員等

には配付しているものの、議員さんまでには配付になっておりませんでしたので、今後紙媒

体のもの成果品ではありますけれども配付とともに、ただこちらにつきましてはホームペー

ジのほうにも掲載させていただいておりますので、そちらでもまず一読いただければなとい

うふうに考えております。 

 あと 3点目のホームページの部分ですけれども、委員がいまお話ありましたように、3月

の 26日に運用開始ということで、ホームページのほうをいま現在運用しております。 

 ただ、まだ 5か月程度ということで効果となるといまの段階ではこれだっていうものは伝

えることはできませんけれども、いま現在ホームページの中身については教育委員会、あと
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小学校・中学校等のコンテンツを挙げていくということで、それぞれ校長会・教頭会の中で

ホームページの運用については、こちらのほうからも様々な指導をしているところで、ＩＣ

Ｔ支援員の活用であったり、また当職の職員がサポートに入ってしっかりと今後更新等も含

めて、対応できるように進めているところでございます。 

新井田委員長 中村主査。 

中村主査 平野委員からの質問の総合教育会議アドバイザー等の報償費、こちらにおける成

果についてご説明させていただきます。 

 こちらにつきましては、外部有識者を参画してもらったというところがあるというところ

で、教育委員会においても一層活性化がされたところではあります。 

 このアドバイザーにつきましては、教育委員さんともディスカッションをしてもらって、

そういった形で多角的な意見をしたところでございます。 

 また、その中で出された一つの成果としましては、まず課題として挙げられていた部分、

そういった中で教職員の不足という部分、並びに教育委員会の職員の不足というそういった

ところによります部分、そういった中で活用としましては指導主事を教育委員会で配置する

というところで、木古内も行ってはどうかという意見を得た中から、ことし 4月から指導主

事を教育委員会においても配置をしているところです。 

 また、教育につきましてはまちづくりに関連するというところがありますので、町長部局

との連携の強化などについても課題として委員さんからは挙げられております。こちらにつ

きましても、連携促進事業における報告書という形で報告はいただいているところで、今後

挙げられた課題については、解決に向けて教育委員会内及び町長部局とも連携をしながら解

決していきたいと考えております。以上です。 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 答弁でおおよそ理解しました。いま西山課長から話あったとおり、ある種のでき

あがった報告等は一部ホームページにも記載しているということで、それらのマメにホーム

ページをチェックすればいいんですけれども、行き届かない部分がありますので、今後いま

ペーパーレス化しておりますので、そういう報告等々が予算に絡む報告書が出たら情報とし

て我々に流していただけないかなと思います。都度、ホームページを見てチェックと言いま

すか、状況確認させていただきたいなと思います。 

 それと、そのホームページ自身がまだ 5か月程度で評価・成果には判断至らないというこ

となんですけれども、やはり予算が補正が上げられた時の一部のかたから聞いた思いをさら

にホームページ開設してからも、やはり利用がそこまで別に必要ないぞっていう声も現状で

もあるのも事実なんですね。当時の予算を計上した際には、当然保護者・教職員、プラス他

の自治体のかたへの施設の案内だとかそういうのも充実させると。それらをまだまだいま見

る限り更新の頻度も含めて、ちょっと充実しきれていないのかなと思う部分と、そういう指

摘もありますので、今後まずは令和 7年度 1年かけてそういう諸課題をしっかり洗い出して

今後の良いホームページ、これだけお金をかけたわけですから、しっかりと成果になるよう

にしていただきたいなと思います。 

 あともう 1点なんですけれども、予算には直接ひとづくり未来課の中に反映されていない

んですけれども、町の事業として教育力向上プロジェクト人材ということで、令和 6年度か

ら地域プロジェクトマネージャーを用いて、これは国からの特別交付税措置ありの事業なん
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ですけれども、このプロジェクトマネージャーのかたがひとづくり未来課に配属された年だ

と思うんですけれども、そのプロジェクトマネージャーの意味は教育長の多岐にわたる仕事

のサポートと言いますかフォローするという内容で採用されたわけですけれども、実際事務

局としてプロジェクトマネージャーのかたがいたことによっての成果ですとか効果という感

想があればお聞かせいただきたいなと思います。実際、あるイベント等でご活躍されている

シーンも拝見はしていますが、それ以外の広い部分でちょっと把握しきれていない部分もあ

りますので、お聞かせいただきたいと思います。 

新井田委員長 西山課長。 

西山生涯学習課長 ただいま、地域プロジェクトマネージャーの件について、お話がござい

ました。実際、予算的には教育委員会ではないものの、教育委員会のほうに配置されている

ということで、令和 6年度の実績等について簡単にご説明させていただきます。 

 まず一番大きく皆さん印象に残っているのは、木古内防災教育フェスにあたると思いま

す。昨年度から実施いたしまして、先日 2回目を開催したところです。 

 昨年よりも本当に来場者も多く来館されていただきまして、やはり中身的にはやはり地域

住民の命を守るというもと、やはり楽しく防災教育を学ぶということで、事業のほうを進め

ていただいているのがまず大きな事業の一つかなと思います。 

 先ほどお話ありました、小中連携カリキュラム検討委員会であったり、そのほかにも各種

委員会、部活動地域移行検討委員会であったり、また小学校の教諭を対象としたＩＣＴ活用

研修会等多岐にわたって事業を含め、各種委員会のほうに携わっていただいております。 

 もちろん成果といたしましても、令和 7年度にも引き続き、継続されているものもござい

ますけれども、間違いなく子どもたちであったり学校の先生であったり、地域住民という皆

様にとって必要な事業の展開ができているのではないかなということで、まずご報告のほう

を申し上げたいと思います。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、学校教育グループ教育総務費ほかについては、以上で審

査を終了といたします。 

 続きまして、社会教育グループの社会教育費をテーマにしたいと思います。 

 説明を求めたいと思います。 

 太田主査。 

太田主査 社会教育グループの太田です。 

 私のほうから、令和 6年度社会教育グループに係る決算について、説明させていただきま

す。 

 歳出より説明させていただきます。 

 決算書、128ページ・129ページをお開きください。 

 説明資料につきましては、不用額がございますので、資料 2ページ・3ページをお開き願

います。 

 10款 教育費、4項 社会教育費、1目 社会教育総務費です。 

 予算額 398万 7,000円に対し、決算額 294万 1,074円となっております。 

 主なものにつきまして、7節 報償費 予算額 119万 6,000円に対し、決算額 79万
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5,001円となっており、40万 999円の不用額がございます。 

 こちらは、無名塾や芸術鑑賞事業等において当初より安価で各種事業を実施できたことに

よる不用額となっております。 

 18節 負担金補助及び交付金 決算額 172万 6,482円、うち木古内町ネット対策事業実

行委員会の内訳については、説明資料 6ページに記載しており、こちらの事業は文部科学省

の補助金を活用しており、地域のネットリテラシー向上に向けた事業となっております。 

 当事業では、地域フォーラムや子どもたちへの出前授業、啓発グッズの作成を行っており

まして、効果といたしましてはフォーラムをとおしてネットリテラシーの重要性を周知でき

たほか、子どもたちが学習して理解したことを生活グッズとして地域に還元したことで、自

己肯定感の向上も図ることができたと踏んでおります。 

 次のページをお開きください。 

 続きまして、2目 公民館費です。 

 予算額 2,777万 6,000円に対し、決算額 2,636万 2,000円、執行率 94.9％です。 

 主なものとして、1節 報酬 決算額 405万 9,080円、こちらは公民館守衛 2名、清掃

員 2名、計 4名の人件費となっております。 

 10節 需用費 決算額 876万 7776円で、不用額が 38万 9,224円となっておりますが、

こちらは燃料費の支出が見込みよりも少なかったことによるものです。 

 12節 委託料 決算額 169万 4,770円、こちらにつきましては公民館の運営に係る防災

設備点検や非常用発電機の点検、図書システムの保守委託料となっております。 

 14節 工事請負費 決算額 844万 655円は、令和 5年度に繰り越ししたエアコン設置工

事による決算額です。 

 なお、設置した箇所につきましては、公民館事務所、教育長室、図書室、児童室となって

おります。 

 次のページをお開きください。 

 17節 備品購入費 決算額 121万 2,767円は、公民館図書や新聞、テーブルの購入によ

るものになっております。 

 18節 負担金補助及び交付金の渡島館内図書館振興協議会負担金が未執行となっており

ますが、こちら令和 6年度の請求を行わない旨、渡島の事務局より通知があったことから、

未執行となってございます。 

 続きまして、3目 資料館運営管理費です。 

 予算額 672万 1,000円に対し、決算額 631万 1,817円となっております。 

 主なものとして、1節 報酬 310万 8,260円、こちらは資料館運営補助職員の人件費と

なっております。 

 10節 需用費 決算額 158万 3,534円で、不用額 32万 8,466円となっております。 

 こちらは、燃料費の支出が見込みより少なかったことにより生じてございます。 

 14節 工事請負費 35万 9,066円は、こちらも令和 5年度の繰り越しとなっております

が、設置箇所については郷土資料館の事務室となってございます。 

 次のページをお開きください。 

 続きまして、10款 教育費、5項 保健体育費、1目 保健体育総務費です。 

 予算額 290万 5,000円に対しまして、決算額 214万 1,892円となってございます。 
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 主なものとしまして、7節 報償費 決算額 175万 302円となってございます。 

 こちら不用額 60万 7,698円となっております。 

 こちらは、全道・全国大会参加報償費の申請件数が少なかったことにより生じておりま

す。 

 また、子どもたちの活躍につきましては、資料 12ページに記載していますので、ご参照

ください。 

 11節 役務費 予算額 1万 7,000円に対し、決算額はゼロ円となっております。 

 こちらは、水泳教室やスキー教室に係る講師の保険料として計上しておりましたが、対象

者がいなかったことや事業を中止したことで執行がございませんでした。 

 続きまして、2目 保健体育施設費です。 

 予算額 3,549万 5,000円に対し、決算額 3,375万 9,801円となっております。 

 1節 報酬 決算額 1,185万 2,058円は、スポーツセンターの会計年度任用職員及び各

施設の管理人の人件費となっております。 

 次のページをお開きください。 

 10節 需用費 決算額 1,406万 9,985円で、不用額 118万 6,016円でございます。 

 こちらは、主に各施設の燃料費等の施設が少なかったことによるものです。 

 なお、修繕費の内訳については、資料 10ページに記載しておりますので、後ほどご参照

ください。 

 14節 工事請負費 35万 9,066円は、こちら公民館・郷土資料館同様エアコン設置工事

による支出となっております。 

 設置箇所につきましては、スポーツセンターの事務室に設置してございます。 

 17節 備品購入費 24万 1,780円は、パークゴルフ場の芝刈り機及びプールの消化器更

新によるものです。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に歳入の説明をよろしいでしょうか。 

新井田委員長 お願いします。 

 太田主査。 

太田主査 それでは歳入について、決算書 18ページ・19ページをお開きください。 

 13款 使用料及び手数料、1項 使用料、4節 教育費使用料 予算額 161万 1,000円

に対し、収入済額 138万 5,358円となっており、内訳は記載のとおりとなっております。 

 なお、説明資料 13ページにパークゴルフ場の利用状況を記載しておりますので、ご参照

ください。 

 続きまして、決算書 22ページ・23ページをお開きください。 

 14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、5節 教育費補助金のうち、青少年を取り巻く有

害環境対策事業 93万 3,275円が社会教育グループ所管のものです。 

 続きまして、38ページ・39ページをお開きください。 

 20款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入、3節 雑入 社会教育グループ所管のものにつ

いては、社会教育事業受講料 3万 6,950円、町史販売収入 2万円、全道・全国大会参加

報償費返還金 8,476円、こちらは 3月に行われた中学校の軟式野球全国大会の報償費の返

還金が令和 6年度に納めたことによるものです。 
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 雇用保険繰替金 社会教育グループ所管のものにつきましては、8万 9,069円が社会教育

グループ所管となっております。 

 歳入の説明は、以上となります。よろしくご審議のほどお願いします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

社会教育グループ、社会教育費関係の資料説明をいただきました。 

 なにかご質問ありますか。 

 竹田委員。 

竹田委員 まず 1点、公民館のエアコン整備、それ説明の中では例えば事務室、教育長室等 

々で、先般、文化祭の実行委員会で大会議室等で会議をしたんですけれども、そこはエアコ

ン入っていないんですよね。ものすごい暑かった。それで、昨年は大会議室じゃなくて講堂

で実行委員会をやったんだよね、講堂がエアコン入っているっていうことで。我々利用者が

使うところにエアコン入っていないということは、どういうことなのかって。視聴覚室も入

っていないでしょう、大会議室も入っていない、講座室も入っていない。ここが主にこの三

つが町民のかたがなにかあれば会議だとか開く場所なんですよね。そして、暑い時は公民館

に集まって来る。そうすれば、大会議室じゃなくて下の講堂に入ってもらうんですよ。やは

りその辺は、教育委員会として根本的に間違っていないかなっていう、我々一町民として公

民館を利用する人間として、非常に不満ですよ。ですから、この部分は今後どうするのか。 

2か年でエアコン整備したんだけれども、3か年・4か年って続けるのかどうか。町長も 

いるから、ここでできれば来年はきちんとしますという答弁をもらえるのかどうなのか。 

 それともう 1点は、パーク場なんですよ。あそこは、利用料金とっているスポーツと言い

ますか利用施設なんですよ。ですから、6年度の実績を見れば備品購入で芝刈りの機械の更

新が一つあっただけ。芝のやはり手入れ、それは何年も前から例えばパークゴルフ協会のス

タッフが教育委員会とコミュニケーションを図っていろんな要望含めて訴えている中にも、

一番はやはり芝なんですよ。なんとかしてほしい。ですから、一気に全部 3コースをしてく

れとは言わない。1年次、1コースずつでもいい、半分でもいいってそういう訴えを確かし

ているはずなんです。それにも関わらず 6年の実績はこう、7年も当然予算計上ないわけだ

から、そうすれば来年の利用に支障が出るって。ますます資料に付いているパークゴルフ場

の利用状況が悪化するんじゃないかってそういう心配なんですよ。いま観光含めて木古内に

いま今月はアイアンマンがやる大きな、木古内の道の駅を目指して木古内を訪れるかたがた

くさんいる。パークゴルフもそうだったんですよ。だんだんいまパークゴルフに関しては木

古内から離れていっているっていうこういう実態も教育委員会では把握していると思うんで

すけれども、その辺含めてパークゴルフ場の整備って言いますかそれをどう今後考えていく

のかという部分についてちょっと確認したいと思います。 

新井田委員長 西山課長。 

西山ひとづくり未来課長 まず 1点目の公民館のエアコン設置の件ですけれども、やはりこと

しの夏の状況も含めて、本当に暑い日が続いております。 

いま公民館のほうで設置されているのは、いま竹田委員が言われたとおりの場所なんです

けれども、もともとやはり避難施設という観点の中でも、講堂と和室というところについて

は、取り急ぎまず設置のほうをさせていただいていたところでございます。もちろん大会議

室、講座室、視聴覚室という住民の方々が会議等で使用する部屋でもありますけれども、い
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ま現在はスポットクーラーという形での対応で進めてまいりましたが、やはりそれを活用し

てでも暑い部屋の状況がございました。この部分については、やはり竹田委員だけではなく

住民のかたからも声がございましたし、一方で資料館の部分につきましても、そういった展

示室の部分でも声が上がっておりましたので、その部分につきましては、教育委員会内部で

まず協議をして町部局とも協議を進めて今後、エアコンの設置について協議していければな

と思っております。ただ、クーリングシェルターっていう扱いの中で、公民館もいつでも地

域住民が涼める場所ということで、和室のほうを常に開放している状況でいま現在対応して

いるところです。 

新井田委員長 太田主査。 

太田主査 ただいまの竹田委員の 2点目の質問についてです。 

 パークゴルフ場の整備についてですが、令和 6年度もこちらパークゴルフ場のクローズ後

に何度かパークゴルフ協会と協議させていただきました。その中で出た課題というのは、や

はり芝の状態でしたりそういうところは挙げられております。そのため令和 7年度について

は、令和 6年度の課題解決に向けて専門的分野を持っているかたにパークゴルフ場の利用の

芝を確認していただいて、まず芝を大規模に張り替えるというより薬品とそういった部分を

少し変えて、分量も専門家さんの指示に従った状態で現在散布のほうをしております。 

 現状、今年度のパークゴルフ場の状態については、昨年度よりは回復傾向にあるというと

ころをパークゴルフ協会からも回答をいただいておりますので、現状としては課題解決に向

けてまずは大規模な予算をかけずにやれるところからじっくりとやらせていただいていると

いう状態でございます。以上です。 

新井田委員長 竹田委員。 

竹田委員 公民館のエアコン、これはなぜこのエアコン整備の時にそういう部屋にエアコン

は必要だと思わなかったんですか。事務室だとか教育長室、それから児童室は美馬さんがい

る部屋、人が職員がいるところにエアコン整備しているんですよ。公民館っていう施設は、

町民のかたがいろいろサークル含めて使う場所だっていうそういう認識がないのかなってそ

のことが非常に残念だ。ですから、例えば町長、町長としてやはり公民館にそういう部屋に

エアコンが必要じゃないかって思わないのかなっていう、思うのであれば補正でっていう言

い方はしませんけれども、新年度に向けては満度にいかなくてもやはり整備すべきだってい

うふうに思います。 

 パーク場もいろいろ流れがあるんですよ。5年から 6年にかけての部分と 6年から 7年に

いろいろいろんなことをやってきました。芝のグリーンに穴を空けて肥料がしみこむように

したりだとか、補植もしたりいろんなことをやってきたんだけれども、それでもだめだか

ら、やはり本格的な対応をしなきゃだめだろうとそういうことに至っているんですよね。で

すから、よくパーク場に行けば議員もたまにパークやりに来て例えば芝を見てみてと言われ

るんですけれども、何回かしか我々も足を運ばないものですから、びっちり状態を見ていな

いんですけれども、先日も一週間位前に行ったら、やはり部分的には良いところもあるんで

すよ。全般とおせばやはりだめなんだ。だから、そういう部分も教育委員会の担当も逐次や

はり現場を見て、適正な管理をどうすればいいかということを考えていただきたいとこのよ

うに思います。 

新井田委員長 ほかございませんか。 
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 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。 

 委員長、先ほどは申し訳ございませんでした。 

 それで、私のほうから不用額の部分で 1点と、雑入の部分で 1点ありますので、よろしく

お願いいたします。 

 資料の社会教育費の 6ページになりますか、この部分で芸術鑑賞事業において 40万の不

用額が出ていると。当初、119万の予算に対して 40万。この説明の中に工夫して安くでき

たと。その中身によってその内容と、それによって予算を使わなかったことによって効果っ

てどういうふうな感じで出たのか。その辺がちょっと知りたいのと、もう 1点が雑入の部分

になります。これ 80周年の町史ですね。2万円、今回売り上げで出ているんですが、いま

現在、この町史が在庫がどのくらいあるのか。そして、もしあるのであればこれをどうする

のかっていうことを聞きたいと思います。この町史に関しましては、この町史編さんにあた

って委員会なり、そして担当した人達の労がありますので、この部分がはっきりいまどうい

うふうな状態になっているのかをお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いいたしま 

す。 

新井田委員長 太田主査。 

太田主査 ただいま、吉田委員のご質問についてです。 

 まず 1点目について、社会教育総務費の報償費のこちらにつきましては、報償費の芸術鑑

賞事業と無名塾において、安価で実施することができたという説明をさせていただきました

が、詳細な部分について、まず芸術鑑賞事業が当初予定していたんですけれども、企業さん

の地域貢献事業でしたり、最初見込んでいた業者より安価な業者さんが見つけることができ

たということで、そちらを活用して予定より少額で実施することができました。 

 また、無名塾について、こちらについては連携しております企業、連携協定を結んでおり

ます企業さんとタイアップした事業を無名塾の中で展開することができたので、そちらに本

来かかるであろう経費も連携協定を結んだ企業さんがある程度もっていただいたというとこ

ろと、あと町の観光協会とこちらも連携をして、各種子どもたちの自然体験事業を行わせて

いただいたというところもありまして、こちら町の観光事業との新規プロジェクトでした

り、そういう部分のプレ事業としても無名塾で取り入れさせていただいたので、そちらで経

費が下がったというところになってございます。 

 2点目の町史の販売につきましては、現在、令和 6年度が 2万円ということで 4冊の販売

実績となっております。令和 6年度時点で、残数 834冊の在庫がございます。 

令和 7年度につきましては現在、2冊での申し込みがありまして、残数 832となってござ

いますが、今後の展開としましては、まちづくり未来課で行っております、ふるさと納税の

返礼品に町史のほうをいれさせていただいたり、あと町政広報等のほうで販売のほうをＰＲ

させていただいて、ちょっと販売促進に向けて動かせていただきたいと考えてございます。 

以上です。 

新井田委員長 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。 

 不用額の部分、正直に言って違う部分も話をしていたのかなと思ってちょっと懸念あるん

ですが、ある程度芸術鑑賞事業についての部分では理解をしましたので、この部分はいいで
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す。 

 ただ、2番目の町史の部分、800いくらもまだ在庫であると。ふるさと納税の返礼品でっ

ていう話はありますけれども、これはたしてどうなのかなという感じもするんですよ。その

辺はやってみなければわからない部分もありますけれども、やはり編さんに携わった人の苦

労・労力を考えて、やはり先ほどまちづくり未来課にありましたけれども、たぶん札幌・東

京にいるかたにも販売していると思うんです。だけれども、やはり町を 80年を想うのであ

れば、私はその人達、町外に住んでいる人に積極的に買っていただけませんかっていうアプ

ローチをするべき。それが、ふるさと納税の返礼品になるのかどうなのかわかりませんけれ

ども、そういう努力をしていただきたい。あと 800いくらというのは、とにかく少なくして

担当課としてやっていただきたい。この部分は要望として添えて、私の意見は終わりますの

で、よろしくお願いします。 

新井田委員長 要望的なもので終わりたいと思います。 

 ほかございませんか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 先ほど竹田委員からはエアコンの部分について、公民館のなぜ付けない部屋があったのか

と厳しい意見もありました。私は、木古内町のエアコンの設置については、小中学校の義務

教育もいち早くコロナ禍の補助金を活用して付けましたし、様々な公共施設にもほかの町よ

りも早くに多く設置しているほうだと思います。その中で当然お金をいくらでも予算付けれ

ばどの部屋にも充実できるんですけれども、限られた予算の中での措置の中で足りないと思

われる部分があるのも仕方ないのかなと思います。できるだけ要望には応えていったほうが

いいと思うんですけれども、その中で西山課長からも郷土資料館のエアコンも実は足りない

というようなお言葉でしたので、私もこの夏に東京から来た親戚を郷土資料館に行ってちょ

うど暑い日だったんです。大変でした、暑くて。あれは、とてもとてもお客さんを迎えられ

るような状況ではありませんでした。展示品もこの北海道と言えどもいまは露じみた湿度も

非常に高いので、あの湿度とあの温度で展示物にも悪影響があるのではないかという声もチ

ラホラ聞こえてきます。もちろんたくさん予算をかけてエアコンを全室に設置できればもち

ろん良いんですけれども、そこは予算との相談になりますので、あの郷土資料館の立ち位置

をどう考えるかと言った時に、やはりお客さんをしっかり迎え入れて、これからも木古内の

一つの名物にするのであれば展示物は見る限り本当素晴らしい、この規模の町としては素晴

らしい展示物があると思いますので、エアコン設置含め郷土資料館のお客様をしっかり迎え

る環境を次年度以降、今年度はもう夏終わりますけれども、考えていただきたいなというこ

とを申し添えておきます。 

 それと、決算書でいきますと 135ページの保健体育施設費の報酬ですけれども、先ほど説

明の中でそれぞれの会計年度任用職員の報酬が記載のとおりですということだったんですけ

れども、こちらスポーツセンターの管理人からはじまりパークゴルフ場管理人報酬全てにお

いて当初予算から大幅に下回る数字なんですけれども、それが人手不足だったものなのか、

営業日数の関係だったのか、それらの詳細を少し付け加えて説明いただきたいなと思いま

す。 

 それと、ちょっとページは戻りますけれども、129ページの木古内町ネット対策事業実行
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委員会補助金ということで、こちら 9月の定例会で補正上がってきた事業で、こちら資料も

付いておりまして、資料の中で太田主査がいろいろと追加で説明はしていただいたんですけ

れども、どうもちょっと聞き取れなくて再確認でお聞かせいただきたいんですけれども、そ

もそもこの事業についての趣旨・目的は補正予算が上がってきた時に把握しております。 

 それで、子どもたち含めということで参加されたということですけれども、実際木古内町

民の中学生・保護者含めてだいたい人数的にはどのくらい参加されたのかというのと、あと

決算資料を見ると当初予算としては例えば消耗品とガイドブック作成費ということで、39

万円の計上なんです。それが、成果物の作成ということだけで決算では 50万に達している

と。その当初予算からこのような変更になって、実際成果物というものはどのようなもの

で、予算が当初よりも上がったものなか、そして成果物については我々が先ほどのホームペ

ージ観覧じゃないですけれども、どういう成果物だったのかも含めて、提示いただけるのか

も含めて説明いただきたいと思います。 

新井田委員長 太田主査。 

太田主査 ただいまの平野委員のご質問についてですが、まずはじめに保健体育施設費の会

計年度任用職員の報酬についてですが、こちら下回った原因としましては、やはりスキー場 

におきましては暖冬により雪解けが早くなったということで、当初よりオープン期間が少な

いオープン期間で行いましたので、それによりまして人件費が削減された状態となってござ

います。 

 あと、スポーツセンターの管理人等につきましては、アイアンマンイベント等に伴いまし

て、施設のほう休館しておりましたので、そちらに係る休館にあたったということで、そち

らの人件費の支出がなかったことによるものです。 

 続きまして、ネット対策につきましては、先ほど地域住民のかたへのフォーラムというこ

とで開催させていただきましたが、こちらのフォーラムの参加人数につきましては 44名の

かた、11月 16日に開催していますが 44名のかたに参加していただいております。 

 また、成果物についてはこちらフォーラム後に木古内小学校及び中学校のほうで、実行委

員会として出前授業を行っております。出前授業の中でネットについての啓発活動を児童生

徒のほうで行いたいというところがありましたので、児童生徒の要望にあわせたものを作成

しているため、その金額となってございます。 

 なお、どういったものを作ったかというところにつきましては、まず現小学 6年生が作っ

たものについて、啓発のチラシとクリアファイル、あとトートバッグ、こちらについては広

報 4月号にクリアファイル、子どもたちが作成したものということで折り込みさせていただ

いているほか、3月には授業の一貫で町内の金融機関でしたりスーパーでクリアファイルと

トートバッグを来ていただいたお客さんに配って啓発活動を行っております。 

 あと中学校につきましては、ネット被害対策にあわないためのネットカルタのほうを作成

しておりまして、こちらも学校の授業のほうで活用していただいているところでございま

す。以上です。 

新井田委員長 ほかありますでしょうか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、社会教育グループ社会教育費ほかについては、以上をも

ちまして審査を終えたいと思います。 
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（6）学校給食センター 

新井田委員長 引き続き、給食センター関係の審査に移りたいと思いますけれども、どうで

しょうか。 

  （「はい」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 それでは、説明を求めたいと思います。 

 西山給食センター長。 

西山学校給食センター長 それでは、学校給食センター所管の令和 6年度決算について、ご

説明いたします。 

 なお、経常経費につきましては、説明のほうを省かせていただきたいと思います。 

 まず最初に、歳出からご説明いたします。 

 決算書の 138ページ・139ページをお開き願います。 

 10款 教育費、5項 保健体育費、3目 学校給食費 予算額 6,897万 8,000円、決算

額 6,742万 1,376円、不用額 155万 6,624円、執行率につきましては 97.7％となってご

ざいます。 

 まず、1節 報酬ですけれども、決算額 1,524万 3,169円、こちらにつきましては調理

員 5名とあとパート調理員 1名分の報酬と、あと学校給食センター運営委員会の報酬委員 7

名分となってございます。 

 なお、決算資料の 2ページ目と 3ページ目のほうに不用額一覧に 56万 9,831円の不用額

がございますが、1級調理員の退職及び 2級調理員の採用によるものとなってございます。 

 なお、運営委員会ですけれども、10月と 3月に開催しておりますが、3月開催分の際、欠

席者が多くなるという報告がありましたので、3月分につきましては書面開催とさせていた

だいております。 

 続きまして、10節 需用費 決算額 1,777万 6,908円、こちらにつきましては修繕費で

614万 7,383円ですが、内訳につきましては決算資料の 11ページのほうに記載しておりま

すので、ご参照いただきたいと思います。 

 続きまして、12節 委託料です。 

 決算額 955万 2,593円で、主な内容につきましては給食配送委託料はじめ、施設内の設

備等に関する各種委託料の金額となってございます。 

 続きまして、決算書の 140ページ・141ページをお開き願います。 

 14節 工事請負費 決算額 64万 368円となってございます。 

 こちらにつきましては、令和 5年度より令和 6年度へ繰り越しなった学校給食センターエ

アコン設置工事の 2台分の金額となってございます。 

 続きまして、15節 原材料費です。 

 決算額 1,401万 7,256円となってございます。 

 決算資料につきましては、2ページ目と 3ページ目に掲載しておりますが、不用額 43万

2,744円につきましては、給食材料費高騰分を含む支払い実績が見込みより少なかったこと

によるものとなってございます。 

 続きまして、17節 備品購入費 決算額 609万 8,000円となってございます。 

 こちらにつきましては、ガススチームコンベクションオーブンの更新で 638万円、あと鋼

製の保温食缶の更新 13個分ということで、52万 8,000円となってございます。 
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 以上で、歳出の説明を終わります。 

 引き続き、歳入についてご説明いたします。 

 決算書の 34ページから 35ページをお開き願います。 

 20款 諸収入、5項・1目・雑入・1節 学校給食費 予算額 257万 5,000円、調定額 

282万 6,842円、収納済額 260万 5,987円、収納率につきましては 92.2％となってござい

ます。 

 学校給食費の収入済額であります 260万 5,987円で、内訳は現年度分が 259万 3,987円

で、過年度分が 1万 2,000円となってございます。 

 なお、現年度分につきましては、100％の収納となってございます。 

 なお、過年度分につきましては、決算資料の 16ページに記載しておりますので、ご参照

いただきたいと思います。 

 続きまして、決算書の 38ページから 39ページをお開き願います。 

 3節 雑入です。 

 備考欄の生涯学習課欄で、雇用保険繰替金の二つ目 8万 9,069円は、給食センター調理

員 5人分の雇用保険本人負担分となってございます。 

 以上で、歳入の説明を終わります。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

新井田委員長 いま給食センター長から給食センターグループの説明を受けました。 

 なにか質問ございますか。 

 竹田委員。 

竹田委員 学校給食の件については滞納の分、これは監査委員の所見の中でもきちんと同じ

ような報告なされています。ですから、例えばこのＡのかたについては月 1,000円、年間 1

万 2,000円納付、納付の意思があるということですからわかるんですけれども、例えばＢの

かた、もうそろそろ 20年近くなるんです。学校給食はいま無料で、滞納があるというのは

すごく正直に言って違和感があるんですよね。今後、これをどうすればいいのか我々として

もいつまでも払う意思がある以上は、残しておかなきゃならないのかなっていう気持ちもあ

るし、もうそろそろっていう気持ちもあるんですけれども、その辺はやはり教育委員会とし

ても十分今後の扱いについて、どうするっていうようなことを検討していただきたいという

ことを要望して終わります。 

新井田委員長 滞納分の部分については、要望ということで対応してください。 

 ほかございませんか。 

 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。 

 決算書につきましては、学校給食の部分はいいんですが、いま現在学校給食、この物価高

で相当な食材費の値上がりになっていると思うんです。それで、ほうれん草なりニラなりは

組合の還元でなんとか子どもたちの食を守るという意味の中でやっているんですが、今後の

ことを考えた場合、どういうふうないま状況がギリギリでやっているのか、それから今後、

やはり子どもたちの食っていうのが一番大事だと思うんです。その部分で学校給食センター

のほうでどういうふうな考えをもっているのか、ちょっとお伺いしたいなと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

新井田委員長 西山給食センター長。 



- 44 - 

 

西山学校給食センター長 吉田委員のご質問にお答えいたします。 

 まず、物価高騰というところにつきましては、本当に高止まりというところもございま

す。実際、教育委員会のほうでも予算を計上する際には、そういった物価高騰分も見込んで

予算のほうを積算しておりますので、そこでまた足りない部分につきましては、やはり給食

を止めることはできませんので、やはり補正なりという形での対応にはなりますけれども、

まずは予算の段階でそういった部分を見込んで対応のほうをさせていただいているというこ

とでご理解いただければと思います。 

新井田委員長 吉田委員。 

吉田委員 いま給食センター長から説明あって、やはり子どもたちの食を守るというのも学

校給食センターの本当に大変な部分だと思うんです。その辺で絶対質を落とすようなことは

できない。やはり子どもの成長を考えれば、より良いものを食べさせて、それでいままでの

民間から公費に変換した部分もあると思うんです。だから、その辺の充実を今後一層やはり

考えていただきたいということを要望して私、終わります。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、以上をもちまして、ひとづくり未来課の審査を終えたい

と思います。 

 ひとづくり未来課の皆さん、どうもご苦労様でございました。お疲れ様です。 

 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午後 2 時 26 分 

再開 午後 2 時 29 分 

 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開したいと思います。 

 あと 1点、きょうの審査の中で総括に残る案件については、なしということでよろしいで

しょうか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 なしということで、それで決定をさせていただきます。 

 以上をもちまして、第 2回令和 6年度木古内町決算審査特別委員会を終了します。 

 明日も 9時半から開会となりますので、よろしくお願いいたします。 
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    片桐監査委員事務局長、幅崎選管書記長、佐藤（利）主査、敦澤（祐）主査 

    又地議長、片桐議会事務局長、工藤主査、田畑まちづくり未来課長、大山主査 

    山本主任、齋藤主事、吉田（菜）主事、藤澤教育長、西山ひとづくり未来課長 

    森山主幹、中村主査、太田主査、廣瀬主事、西山学校給食センター長 

    吉田（廣）主事 
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